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「
門
引
節
用
高
寅
蔵
」

「
早
引
文
字
通
」

「
木
の
葉
龍
」

－
｜
｜
「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」
と
そ
の
改
題
・
改
編
本
ー
ー
ー

関

場

武

一
、
は
じ
め
に

今
、
手
許
に
一
冊
の
本
が
あ
る
口
題
し
て
「
門
引
節
用
寓
賓
蔵
」
と
言
う
。
書
型
一
は
半
紙
本
。
表
紙
が
後
補
改
装
の
も
の
な
の
で
、
題
祭

- 1ー

題
は
未
詳
。
内
題
が
無
く
、
書
名
は
一
扉
題
の
み
、
そ
し
て
、
奥
付
か
ら
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
九
月
、
大
坂
の
書
躍
柏
原
屋
輿
左
衛
門

の
求
板
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
然
る
に
柱
刻
は
「
安
見
」
口
頁
を
繰
っ
て
行
く
と
、

一
扉
と
目
録
、

そ そ
の れ
部げ
門店

繋存
り部
多；

ゑJ
さ の
で占み
ヴが
1 新
「刻
同iで
司I!~

他
は
旧
版
の
板
木
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。

別
格
門
」

J

「
理
義
字
集
」
ま
で
、
実
に
六
十
四
の
部
門
を
数
え
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
開
版
さ
れ
た
節
用
集
の
中
、
部
門
数
の
多
い
も

主

ど

お

ほ

せ

つ

の
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
延
宝
入
（
一
六
八

O
）
年
の
「
字
林
拾
葉
（
合
類
節
用
集
）
」
が
二
十
四
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
「
江
戸
大
節

ぞ
く
じ
し
な
ん
し
ゃ

用
海
内
蔵
」
が
二
十
三
門
、
吉
岡
実
集
型
の
往
来
で
言
え
ば
、
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
の
「
俗
字
指
南
車
」
が
三
十
九
類
、
文
化
一
ニ
（
一

に
ち
よ
う
て
う
ほ
う
よ
ろ
づ
も
ん
じ
づ
く
し

八
O
六
）
年
の
「
日
用
重
賓
万
文
字
童
館
」
が
二
十
三
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
方
が
逢
山
に
多
い
。
ま
さ
に
書
名
に
わ
ざ
わ
ざ
「
門
引
」
と
謡

さ
ら
に
目
立
つ
の
は
、

い
「
寓
賓
蔵
」
と
名
乗
っ
て
い
る
の
に
相
応
し
い
組
織
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
、

「
節
用
」

と
言
っ
て
は
い
る
も
の
ふ
、
当
時
通
行
し
て
い



た
イ
ロ
ハ
分
け
の
節
用
集
類
で
は
な
く
、
語
葉
集
型
の
往
来
物
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
。

で
は
、
以
上
の
様
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
書
は
何
か
、
本
書
の
原
本
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
そ
れ
は
、
松
井
兎
睡
が
本
書
よ
り
七

十
三
年
前
の
正
徳
六
（
一
七
二
ハ
）
年
に
編
集
・
刊
行
し
た
「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」
で
あ
る

D

本
稿
は
、
そ
の
「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」
と
、
同
書
の
改
題
本
「
門
引
節
用
寓
賓
蔵
」
、
同
じ
く
「
早
引
文
字
通
」
、
そ
れ
に
改
編
本
の

「
帥
貯
木
の
葉
寵
」
を
取
り
上
げ
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
図
書
閲
覧
に
際
し
御
世
話
を
賜
っ
た
公
私
の
文
庫
・
図
書
館
の
方

々
、
就
中
小
野
尚
志
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

二
、
四
民
童
子
字
尽
安
見

前
述
の
如
く
、
本
書
は
庄
左
衛
門
松
井
兎
睡
の
編
、
正
徳
六
（
一
七
二
ハ
）
年
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
市
し
て
諸
本
は
以
下
の
三

一2ー

種
に
分
類
で
き
る
。

（

A
1〉

半
紙
本

冊

表
紙

標
色
無
地
紙
。

竪
二
二
・
三
五
、
横
一
五
・
七
糎
。

題
祭

狩
野
文
庫
本
は
後
補
短
冊
形
白
紙
、
「
悶
童
子
字
壷

全
」
と
墨
書
し

表
紙
左
肩
に
貼
付
。

扉
題

子
持
ち
飾
り
枠
内
に
、
右
に
士
・
商
、
左
に
工
・
農
の
様
を
し
た
童
子
を
描
く
。
そ
し
て
、

上
方
に
「
古
語
註
解
」
と
右
横
書
き
築

書
体
で
出
し
、
そ
の
下
に
天
地
を
大
鋸
と
算
盤
、
左
右
を
鋤
と
た
ん
ぽ
鎗
と
い
っ
た
、
各
々
の
童
子
が
手
に
し
て
い
る
道
具
で
囲
み

を
作
り
、
そ
の
中
に
築
書
体
で
「
則
童
子
字
蓋
安
見
」
と
書
名
を
記
す
。



な
お
一
扉
ウ
ラ
（
一
ウ
・
二
オ
）
は
、
公
卿
の
邸
の
門
の
内
外
に
雑
色
・
舎
人
、
牛
車
等
を
配
し
た
図
、
二
ウ
・
三
オ
は
、
各
三
一
回
ず

序
題

つ
横
に
仕
切
っ
て
、
薩
・
楽
・
射
、
御
・
書
・
数
の
六
雲
を
学
ぶ
童
子
の
姿
を
描
く
。

一
は
三
ウ
？
四
ウ
に
か
け
て
の
も
の
で
、
「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」

本
書
に
は
序
が
二
つ
あ
る
。

と
あ
る
。
も
う
一
つ
は
目
録
の
後
七
ウ

1
八
オ
に
か
け
て
の
も
の
で
、
序
題
は
無
く
、
末
に
「
月
更
軒
兎
睡
白
序
」
と
あ
る
。

と
題
し
、

末
に
「
松
井
兎
睡
誌
」

目
録
題

内
題

ナ
シ
。 「

目
録
」
と
の
み
あ
り
、
末
に
「
目
録
終
」
と
記
す
。
部
門
順
に
部
門
名
と
そ
の
は
じ
ま
り
の
丁
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。

柱
刻

第
一
丁
を
除
き
黒
口
、
上
下
魚
尾
黒
。
上
方
に
「
安
見
」
と
書
名
を
出
し
下
方
に
丁
付
。
丁
付

丁
数

九
十
丁
半
。
う
ち
本
文
は
入
ウ
J
九
十
オ
。
行
数

初
丁
は
不
明
。
二
J
九
十
一
終
。

四
字
詰
。
匡
郭

四
周
単
辺
、
竪
一
九
・
一
五
、
横
一
三
・
三
五
糎
。

目
録
（
五
オ
）

j
本
文
末
ま
で
は
有
界
七
行
。
字
数

本
文
は
毎
行
十
三
）
（
十

- 3ー

政

九
十
ウ
に
「
政
」
と
し
て
別
掲
の
如
く
あ
る
。

H
Hリ
守
4
J

平
l
－一副

後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
（
九
十
一
オ
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に

る
事
な
か
れ
、

は
や
く
其
用
に
叶
ふ
を
是
と
す
る
も
の
扶

正
字
・
俗
字
こ
れ
あ
る
は
、
二
品
に
顕
也
、
是
正
字
を
し
ら
し
め
む
た
め
な
り
、
俗
字
と
も
、
世
に
ふ
れ
た
る
文
字
を
用
て
改

と
三
行
半
余
に
記
し
、
そ
の
左
方
に

正
徳
六
歳
相
孟
春
吉
日

武
江
田
所
町
書
躍
酔
…
位
性
一
師
一
蹴
板
」

と
刊
行
年
月
・
書
睦
名
を
記
す
。



「四民童子字尽安見」・百工器用門（部分〉

備
考

本
書
は
次
の
二
ヶ
所
で

A
2
以
下
の
諸
本
と
本
文
上
の
異
同
が
あ

と
う
〈
ん
べ
つ
か
く
も
ん

る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
部
門
「
同
訓
別
格
門
」
の
⑫
の
部

1
2

「
か
さ
」
と

8
「
か
む
」
の
項
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
。

A
2
以

下
の
諸
本
で
は
、
「
か
さ
」
は
、
十
一
オ

5
行
自
の
頭
か
ら

か

さ

同

同

す

へ

が

さ

笠
頭
に
あ
り
、
傘
手
に
あ
り
、
蓋
わ
ん
の
季
蓋

ー－－，

七、

噛2む
食」

えは
阻同士
宅ゥ
は 2
を 'ho

2旨
(J) 

頭
色、

ら

と
、
各
々
三
字
、
二
字
ず
つ
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
字
義
の
相
違
が

- 4 ー

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
A
1
本
は
、
各
々
当
該
行
の

匡
郭
外
上
部
に
匡
郭
の
一
部
を
利
用
し
つ
つ
四
角
い
囲
み
を
作

か
き

か
む

り
、
そ
の
中
に
、
「
量
」
、
「
論
調
ハ
ナ
ヲ
」
の
字
を
加
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
字
体
や
そ
の
形
状
か
ら
し
て
、
こ
の
部
分
は
後
か
ら
の
補

入
と
思
わ
れ
、
原
稿
に
も
と
も
と
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
も
の
か
ど

う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

所
在

東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
庫
ハ
題
祭
・
前
見
返
し

後
補
〉

ハ
A
2
V



備
考

A
1
本
で
指
摘
し
た
同
訓
別
格
門
十
一
丁
目
の
「
か
さ
」
、
「
か
む
」
の
二
ヶ
所
の
異
同
を
の
ぞ
き
、
他
は
す
べ
て

A
1
本
に
同
じ
。

所
在

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
（
題
祭
・
前
見
返
し
欠
〉
。

（

A
3）
須
原
屋
版

半
紙
本

一
冊
。
表
紙

擦
色
、
又
は
栗
皮
色
無
地
紙
。
堅
二
二
・
六
五
、
横
一
六
・
二
極
。

題
祭

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
表
紙
左
肩
に
貼
付
。
上
部
を
界
線
で
区
切
り
、

角
書
。

下
方
に
書
名
。
「
師
諮
問
γ
一
童
子
字
童
安
見

完
」
。
竪
二
八
、
横
三
・
六
糎
。

扉
・
口
絵
・
序
・
践
等

A
1
本
に
同
じ
。

- 5ー

刊
記

終
了
オ
右
方
に

A
1
・
2
本
と
同
じ
く
「
正
字
俗
字
こ
れ
あ
る
は
」
云
々
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
左
に

正
徳
六
歳
阿
孟
春
吉
日

作
者
松
井
圧
左
衛
門

江
戸
日
本
橋
一
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛
蔵
板
」

と
出
す
。
う
ち
「
正
徳
」
以
下
の
年
月
日
と
「
松
井
圧
左
衛
門
」
の
部
分
は

A
1
、
A
2
本
の
も
の
を
そ
の
ま
ふ
流
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
位
置
は
異
る
が
「
蔵
板
」
の
二
字
も
似
て
い
る
。

柱
刻
・
丁
数
・
行
数
・
匡
郭
等

A
2
本
に
同
じ
。

所
在

国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫

宮
内
庁
書
陵
部
（
題
祭
後
補
墨
）

早
稲
田
大
学
図
書
館
ハ
題
祭
・
刊
記
部
分
等
小
破
ア
リ
、

ツ
カ

レ
。
天
の
小
口
に
「
費
一
麿
拾
ニ
何
載
正
月
吉
日
」
の
墨
書
〉

玉
川
大
学
図
書
館
ハ
改
装
、
二
本
。

一
本
は
終
了
欠
）
。



木
書
に
付
さ
れ
て
い
る
序
と
践
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

、
，
u
ど
う
し
じ
づ
く
し
あ
ん
け
ん

（
序
一
〉
四
民
童
子
字
尽
安
見

て
う
せ
き
十
つ

ν

ょ

う

き

う

け

っ

た

っ

ち

も

ん

じ

〈

ふ

う

わ

て

う

ぎ

う

ゑ

ん

ゑ

い

ち

う

み

そ

し

ひ

と

も

じ

寸

ハ

て

う

あ

会

つ

ハ

モ

3
い

鳥
跡
結
縄
に
も
蒼
韻
ご
と
き
の
達
智
に
は
文
字
を
工
夫
し
、
和
朝
に
も
牛
挺
擾
虫
に
三
十
一
字
の
書
彫
を
顕
し
、
其
意
味
を
し
ら

よ

う

が

く

な

ら

さ

う

ね

ん

か

む

ほ

点

、

こ

と

せ

め

亡

ら

う

こ

た

す

け

じ

ゅ

せ

ん

せ

い

ち

よ

じ

ふ

つ

へ

心

し

ゃ

う

か

し

ゃ

げ

た

い

が

い

す
、
僕
幼
学
に
習
ハ
ず
し
て
壮
年
に
監
v
聴
事
あ
り
、
責
而
老
後
の
助
な
れ
や
と
、
前
儒
先
生
の
著
述
編
章
を
俣
写
し
て
、
大
海

て

き

き

う

き

う

い

ち

も

う

た

ん

ば

っ

け

い

せ

つ

つ

と

め

ぐ

も

う

じ

ど

う

ろ

う

し

ゅ

〈

ハ

ぽ

く

与

で

ふ

る

や

う

う

う

ゑ

ん

は

の
一
滴
九
牛
が
一
毛
探
秩
す
、
予
が
ご
と
き
蛍
雪
の
勤
な
き
愚
育
児
童
の
弄
種
に
も
と
、
花
木
に
筆
を
揮
ふ
、
羊
羊
；
烏
駕
馬
の
結

〈

わ

〈

ち

か

い

立

ん

た

だ

ん

ち

さ

く

し

ゃ

し

も

ん

し

と

う

く

わ

う

ふ

ん

さ

へ

づ

り

し

ミ

ん

ど

う

じ

じ

っ

く

し

ち

ん

汁

ん

f
い

の

霊
法
、
繁
多
な
ら
ん
、
短
智
の
作
者
、
自
問
自
答
、
寅
吻
の
唱
に
ま
か
せ
て
、
四
民
童
子
字
尽
安
見
と
題
す
る
而
己

松
井
兎
睡
誌
（
印
二
頼
、
「
月
吏
」
他
）

わ
ら
ひ
た
ま
え
誰
も
む
か
し
は
魔
月
」

ど

う

し

め

よ

ろ

こ

は

L
だ

い

ふ

じ

ゅ

ん

な

し

め

う

も

う

り

ん

か

い

い

た

な

か

こ

る

さ

う

〈

ハ

〈

ハ

ら

（
序
一
一
）
童
子
の
目
を
悦
し
め
ん
た
め
に
、
次
汁
不
順
に
し
て
、
初
に
羽
毛
鱗
介
を
出
シ
、
中
頃
に
草
花
を
さ
か
せ
果
菰
を
な
ら

し

り

へ

き

さ

い

い

ん

し

い

や

つ

が

れ

せ

じ

あ

つ

む

て

ん

ち

け

ん

き

ょ

こ

う

は

ん

あ

ら

ハ

す

も

っ

と

も

し
、
後
に
器
財
飲
食
を
す
斗
む
、
吾
世
事
に
い
と
ま
な
く
、
十
が
ひ
と
つ
を
集
、
天
地
言
語
は
後
板
に
露
、
尤
い
ろ
は
よ
せ

そ

の

て

う

も

刀

か

し

ら

し

り

へ

そ

の

こ

と

は

川

り

す

る

も

っ

と

も

せ

じ

よ

う

じ

せ

つ

よ

う

し

う

も

れ

ひ

ろ

も

ん

／

九

に
せ
さ
る
ハ
、
其
長
た
る
物
を
首
に
お
き
、
尾
に
其
詞
を
載
ゆ
え
な
り
、
尤
世
事
の
用
字
、
節
用
集
に
洩
た
る
を
拾
ひ
、
門
と
に

こ
れ
を
い
る
ふ
た
立
て
ら
こ
に
う
が
〈
せ
う
じ
よ
も
て
あ
そ
び

入
v
之
、
只
寺
子
入
学
少
助
の
弄
に
も
な
れ
や

- 6ー

（
陰
刻
）
（
陽
刻
）

月
更
軒
兎
睡
自
序
（
印
二
頼
、
「
松
井
」
「
兎
睡
」
〉

政箸
を
と
れ
は
物
喰
む
事
を
お
も
ひ
、
筆
を
と
れ
は
物
か
ふ
ん
事
を
お
も
ふ
、

義
之

の
か
ら
こ
と
は
、
弘
法
の
い
ろ
は
に
て
知
せ
、
今
日
ゑ
ひ
も
せ
す
と
書
終
ル
、
童
も
明
る
よ
り
見
ル
事
を
安
グ
す
、
の
而
題
号
を
拭
ト
〆

い
ま
月
更
軒
の
集
ν

所
の
文
字
は
、

碩
に
し
て
、

月
ノ
涼
＋
一
一
安
v
グ
ス
見
；
と
い
ふ
ハ
菊
需
准
堂
（
印
二
穎
）
」



て
ん
ち
け
ん
き
ょ

こ

う

は

ん

あ

ら

ハ

す

以
上
で
あ
る
。
序
l

こ
に
は
「
天
地
言
語
は
後
板
に
露
」
と
あ
る
か
ら
、

続
編
刊
行
の
計
画
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
原
本
に
就

い
て
見
る
と
、
主
呈
巴
に
属
す
る
も
の
t
A

中
か
ら
「
同
訓
別
格
門
」
と
「
理

義
字
集
」
だ
け
を
抜
い
て
巻
頭
巻
末
に
配
置
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、

「四民童子字尽安見」同訓別格門（部分〉

そ
れ
が
当
初
の
計
画
の
変
更
・
中
止
を
音
山
味
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。
な
お
序
と
刊
記
か
ら
、
松
井
兎
睡
と
松
井
庄
左
衛
門
・
月
更
軒
兎

睡
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

A
3
の
刊
記
に
あ
る
兎
睡
堂

十
次
郎
と
松
井
兎
睡
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。

一7-

さ
て
、
は
じ
め
に
記
し
た
如
く
、
本
書
は
六
十
四
の
部
門
に
分
け
て
語
嚢

を
並
べ
て
あ
る
。
門
標
は

と
う
く
ん
べ
つ
か
く
も
ん

同
訓
別
格
門

ち
く
し
う
も
ん

畜
獣
門
在
ニ
ル
ヲ
家
屋
二
蓄
ト
ス

し
よ
ち
く
も
ん

諸
竹
門

か
い
さ
う
も
ん

海
藻
門

同
し
訓
な
る
字
義
を
集
ム

在
ニ
ル
ヲ
山
野
二
獣
ト
ス

十
五

竹
ハ
草
木
の
境
タ
リ
、
猿
ハ
人
畜
の
境
ニ
ヒ
ト
シ

十
六

世
俗
誤
て
蛤
ゃ
う
の
も
の
を
海
草
と
一
声
、
海
草
ハ
水
中
に
有
ル

草
な
り

と
い
う
具
合
に
、
ま
ず

O
に
陰
刻
で
部
門
の
順
番
を
示
し
、
次
に
部
門
名
、

そ
の
下
に
注
を
二
行
な
い
し
一
行
に
記
す
と
い
う
の
が
基
本
型
で
あ
る
。
部



門
番
号
の
表
記
に
は
多
少
の
ゆ
れ
が
あ
る
が
、
煩
墳
と
な
る
の
で
省
略
す
る
と
し
て
、
部
門
名
表
記
に
巻
頭
目
録
と
少
異
の
あ
る
も
の
を
掲

出
し
て
お
き
た
い
。
（
は
じ
め
が
本
文
部
分
、
後
が
目
録
の
表
記
）

ひ

や

く

こ

う

き

ゃ

う

も

ん

こ

う

L
よ

〈

き

ざ

い

車

い

さ

〈

き

ざ

い

も

ん

主

い

さ

〈

き

宇

う

四
十
一
百
工
器
用
門
｜
｜
工
職
器
財
、
四
十
二
管
作
器
財
門
ー
！
営
作
器
用
、

れ

う

亨

よ

き

さ

い

も

ん

れ

う

こ

う

き

ゃ

う

す

J

く

わ

ょ

う

じ

と

う

〈

ハ

叫

り

ん

し

猟
漁
器
財
門
｜
｜
猟
鈎
器
用
、
水
火
用
字
｜
｜
湯
火
言
辞

四
十
三

農
具
門
ー
ー
ー
農
具
器
財
、

四
十
四

ノ、、

十

以
上
の
五
例
で
あ
る
。
ま
た
、
部
門
註
の
無
い
門
が
、
十
三
、
十
四
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
十
、
三
十
七
J
三
十
九
、
四
十
五
、
四
十
七

i

主
十
、
五
十
二
J
三
、
五
十
五
j
六
十
一
、
六
十
三
J
四
と
計
二
二
あ
る
。

部
門
別
の
項
目
数
は
私
算
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

と
う
く
ん
べ
つ
か
〈
も
ん

【
一
】
同
訓
別
格
門

（
い
〉
い
ゑ
J
い
る

一
四
項
五
一
字

（
ろ
）
ナ
シ

（
は
）
は
し
ら
J
は
た
ら
く

一
五
項
六
二
字

（
に
〉
に
ふ
し
J
に
ほ
ひ

四
項
一
四
字

（
ほ
）
ほ
る
J
ほ
る
ふ

二
項
九
字

（
へ
）
へ
る
J
へ
ら

二
項
八
字

（
と
）
と
も
し

- 8ー

ひ
？
と
き

一
一
項
三
七
字

（
ち
）
ち
ゑ
J
ち
ご

項
六
字
（
り
）
ナ
シ

（
ぬ
〉
ぬ
す
な
J
ぬ
ぐ

四
項
一
二
字

（
る
）
ナ

シ
（
を
〉
お
い

J
お
こ
る

七
項
一
九
字

（
わ
）
わ
ん
J
わ
か
る
ふ

項
六
字

（
か
〉
か
く
J
か
t
A

ぐ

一
四
項
四
六
字

（
よ
）
よ
ろ
ひ
J
よ

四
項
二

O
字

（
た
）
た
な
J
た
に

一
O
項
二
六
字
（
れ
）
ナ
シ

（
そ
）
そ
ろ
ゆ
る
J
そ
む
る

四
項

四
｛
子

（
つ
）
つ
t
A

ミ
J
つ
ぶ
す

七
項
三
八
字

（
ね
〉
ね
J
ね
た
む

四
項
一
二
字

（
な
）
な
ぶ
る
J
な
ら
す

七
項
二
九
字

（
ら
〉
ナ
シ

（
む
）
む
く
い
j
む
ら

四
項
九
字

（
う
〉
う
ら
ミ
J
う
な
ぎ

七
項
二
人
字

（
の
）
の
ぼ
る
J
の

七
項
二
一
字

（
く
〉
く
ら
し
J
く
ら

八
項
二
九
字

（や〉

や
ま
ひ
J
や
ま

九
項
二
七
字

（
ま
）
ま
ど
J
ま
こ
と

七
項
二
三
字

（
け
〉
け
つ
る

1
け
む
り

三
項
七
字

（
ふ
）
ふ
だ
J

ふ
ね

九
項
二
七
字

ハ
こ
）
こ
し
ら
ゆ
る
j
こ
ふ
ろ

四
項
ご
ニ
字

（
て
〉
で
る
い
き
、

い
る
い
会
』

一
項
二
字



（
あ
〉
あ
ミ

1
あ
ら
ふ

一
二
項
三
九
字

（
さ
）
さ
と
）
（
さ
a
A

ら

一
O
項
二
八
字

（
き
）
き
く
J
き
わ
む

七
項
二
三
字

（
ゆ
）
ゆ
が
む

1
ゆ
く

二
項
五
字

（
め
）
め
J
め
し

二
項
四
字

（
み
〉
み
ち
J
ミ
つ
る

二
項
一
一
字

〈
し
）
し
ほ
J
し
づ

七、

三
項
一
二
字

（
ゑ
）
ゑ
J
ゑ
だ

三
項
二
一
字

（
ひ
〉
ひ
J
ひ
く

三
項
一
一
字

（
も
）
も
ち
J
も
ゆ
る

二
項
七
字

（
せ
）
ナ
シ
（
す
〉
す
く
ふ
J
す
な

【
二
】
畜
獣
門
（
膜
J
機
綜
馬
〉
一
五
三
項

【
五
】
龍
魚
門
ハ
龍

i
六
と
魚
）
二

O
O項

【
八
】
果
繭
門
（
燈

1
胡
鬼
子
）

四
項
一
五
宇

計
二
二
四
項
七
六
二
字

い
げ
さ
や
う
も
ん
て
ん
寸
同
（
ろ
〈
る
く
ぴ
）

つ
一
】
異
形
門
（
天
狗

i
聴
瞳
首
）
コ
二
項

【
六
】
掻
介
門
（
詣
J
裸
虫
人
〉
二
一
二
項

【
九
】
異
園
草
木
ハ
龍
眼
肉
J
金
英
草
〉
二
九
項

F『

四
』」

禽f
’E 鳥？
ぷ門

【樹じ（
十十3鳳？
』 d ／いく ） 

蔓： r~ ，t 書ぅ
草？公主知と
門t:tっ烏ふ
fヘ 4店ん

藤ふ但2

七
二
項

一
四
九
項

？
陵
零
）
三
七
項

う

き

ん

も

ん

ま

つ

だ

け

れ

い

し

【
十
一
】
服
用
草
木
（
木
綿
J
郁
子
附
子
）
一
八
項
【
十
一
一
】
茸
菌
門
（
松
茸
J
霊
芝
）
三
五
項

三
O
項
【
十
四
】
草
花
門
（
花
王
J
覇
王
樹
）
一
二
九
項
【
十
五
】
諸
竹
門
（
竹
J
竹
米
）
五
二
項

同
門
と
こ
ろ
で
ん
〉

布
J
心
太
〉
三
四
項
【
十
七
】
菜
疏
門
（
野
菜
J
蹄
鴎
）
一

O
六
項
【
十
八
】
米
穀
門
（
稲
J
狭
〉
六
四
項

も

ん

ち

ゃ

ず

ゆ

る

さ

く

ん

し

ゅ

い

る

ゐ

帯

ヲ

さ

ん

も

ん

に

さ

ιゐ
ん

き

や

ろ

も

ん

ち

ゃ

う

す

じ

宇

ろ

ご

飲
門
（
茶
J
不
v
許
三
輩
酒
入
ニ
山
門
－
〉
六
九
項
【
二
十
】
コ
一
飲
器
用
門
（
茶
磨

i
漏
斗
〉
八
四
項

〈
ハ
う
さ
い
も
ん
し
ゅ

【
二
十
一
】
薬
種
門
（
人
参
J
馬
石
〉
九
二
項
【
二
十
二
】
賓
貨
門
（
黄
金
！
子
母
銭
〉
六
八
項
【
二
十
一
二
】
光
彩
門
（
朱
J

賓
山
）
三
九
項
【
二
十
四
】
染
緑
門
（
青
J
五
色
賛
言
）
六
三
項
【
二
十
五
】
絹
布
門
（
錦
J
例
候
）
八

O
項
【
二
十
六
】

衣
服
門
（
衣
裳
！
栴
）
八
一
項
【
二
十
七
】
帽
巾
門
（
玉
冠
？
幕
串
）
八
四
項
【
二
十
八
】
履
沓
門
（
足
袋
j
平
掛
）
ゴ
一
一

項
【
二
十
九
】
枕
席
門
（
郎
部
枕
？
蒲
圏
）
二
九
項
【
三
十
】
副
身
器
用
（
杖
J
扶
鑓
）
四
七
項

か

う

く

ハ

も

ん

き

や

ら

し

ゃ

れ

こ

け

【
三
十
一
】
女
用
器
財
門
（
天
児
J
冷
盆
〉
【
三
十
一
一
】
呑
花
門
ハ
伽
羅
J
曝
苔
〉
五
八
項

一
二
三
項

F司

十

F『 』4

十水士
六草1
】門i

【 海：（
十藻f芦f
九門どい
..... ＝叩こ。

（｝民〈

二二んムじん さ

- 9ー

九
四
項

【
三
十
一
二
】
書
具
文
一
房
門



一
二
二
項
【
三
十
四
】
方
時
器
用
（
磁
針
）
（
風
等
）
一
四
項
【
三
十
五
】
武
具
門
井
古
銭
之
銘
（
由
円

1
沸）

ぐ

J

u

p

d

j

J

土

工

き

を

り

う

（

目

h
M「
せ
P
U
」
）
じ
ゃ
雪
レ
や
フ
も
ん

h
う
と
フ

f
－

五
項
【
三
十
六
】
馬
具
門
井
雑
入
（
鞍
J
鼻

竿

〉

四

五

項

【

三

十

七

】

般

車

九

林

門

（

龍

頭
J
籍
）
八
四
項
【
三
十

八
】
衣
服
器
財
門
（
唐
植
J
霊
箪
）
二
九
項
【
三
十
九
】
湯
火
食
器
門
（
湯
桶
！
銅
壷
）
一
六
六
項
【
四
十
】
洗
掃
器
財
門
（
盟

問
主
い
は
ら
じ

J
白
排
）
四

O
項

ひ
や
〈
こ
う
き
ゃ
う
も
ん
ぷ
ん
ま
ハ

L

I

し

ご

主

い

さ

く

き

ざ

い

も

ん

と

し

き

ミ

い

し

だ

L
ミ

【
四
十
一
】
百
工
器
用
門
（
規

J
梯
子
）
七
二
項
【
四
十
二
】
管
作
器
財
門
（
関

J

埜
）
一

O
六
項
【
四
十
一
二
】
農
具
門

く

わ

わ

ら

う

ち

れ

う

す

よ

き

さ

い

も

ん

き

一

つ

ね

わ

な

そ

う

づ

L
中

う

か

よ

う

し

そ

ろ

ど

ん

か

せ

ぐ

（鍬

i
訣
〉
六

O
項
【
四
十
四
】
猟
漁
器
財
門
（
狐
蹄
J
僧
都
）
四
二
項
【
四
十
五
】
商
家
用
字
（
晶
一
斉
盤
J
持
〉
六
四
項
【
四

ビ’
U
Yぎ

ざ

う

に

う

も

ん

や

し

ら

う

ぢ

引

ミ

ぷ

つ

ぐ

け

ιし
も

ん

ぷ

つ

が

ん

ぎ

や

う

ず

い

が

〈

き

お

ιき
よ

く

も

～

こ

と

十
六
】
神
祇
雑
入
門
（
社

l
氏
神
〉
六
一
項
【
四
十
七
】
悌
具
言
詞
門
（
僻
寵
J
行
水
）
八
三
項
【
四
十
八
】
楽
器
音
曲
門
（
琴

〈

わ

ん

け

ん

と

う

し

ろ

う

き

も

ん

な

ま

（

マ

、

〉

ゆ

ミ

け

き

ょ

う

す

い

ゴ

っ

き

1
け

ん

く

ひ

が

ね

る

ざ

い

J
管
弦
〉
四
一
項
【
四
十
九
】
童
子
弄
器
門
（
破
摩
弓
！
撃
窪
）
四
六
項
【
五
十
】
刑
罰
器
三
一
口
（
釦
J
流
罪
）
五
一
項
【
五

た
い
き
う
け
つ
も
ん

h
し
ら
け
ん
へ
き

十
一
】
遊
嘉
勝
負
門
（
囲
碁

1
難
）
二
四
六
項
【
五
十
二
】
支
体
灸
穴
門
（
頭
j
痕
癖
）
二

O
五
項
【
五
十
一
二
】
疾
病
門
（
黒

い

〈

わ

ら

も

，

い

f

b

L

ゴ
っ
き
め

応
J
離
魂
〉
一
六
一
二
項
【
五
十
四
】
何
頑
門
（
故
居
J
珠
官
目
〉
八

O
項
【
五
十
五
】
百
工
家
業
門
（
木
匠
J
五
十
集
店
）
一

L
ι
せ

き

も

し

ち

い

く

わ

い

主

主

う

J

ち

ノ

乃

〉

丸

く

せ

ん

と

う

主

じ

二
O
項
【
五
十
六
】
親
戚
門
（
祖
父
J
外
戚
）
九

O
項
【
五
十
七
】
禁
中
名
目
（
仙
洞

1
衛
士
）
六

O
項
【
五
十
八
】
武
家

－

J
U
く

ち

ん

じ

み

ぶ

？

υ
h
J
J
ぐ

ん

し

っ

き

と

う

せ

山

口

大

一

む

ら

い

対

よ

ち

7
均
う
も
く
ま
ん
と
ご
ろ
同
二
、
も
め
U

名
目
（
鎮
守
府
将
軍
J
一
騎
当
千
侍
〉
一

O
四
項
【
五
十
九
】
女
中
名
目
（
政
所

J
鰐
〉
一
一
八
項
【
六
十
】
諸
宗
名
目

ほ
っ
さ
う
く
わ
い
こ
く
の
一
う

（
法
相
J
廻
園
僧
）
一
一
一
一
項

【
六
十
一
】
人
倫
門
（
五
儀

1
隠
亡
）
一
二
二
項
【
六
十
一
一
】
飲
食
門
（
飯

i
呑）

出
き
り
j
h
J

せ
り
だ
す

湯

i
隻
〉
六
一
二
項
【
六
十
四
】
理
義
字
集
（
品

J

耀
）

（筆
J
党
字
〉

一一一一一
一日ー

一
六
八
項

す

い

く

わ

ょ

う

じ

己

主

【
六
十
一
二
】
水
火
用
宇
（
百
沸

一
四
四
宇

な
い
か
ら
、

実
際
の
数
は
も
う
少
し
増
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
は
見
出
し
項
目
の
合
計
で
あ
っ
て
、
中
項
目
・
小
項
目
風
な
も
の
は
算
え
て
い

「
世
事
の
用
字
、
節
用
集
に
洩
た
る
を
拾
ひ
、
門
と
に
入
v
之」

自
序
で

と
い
う
こ
と
で
総
計
五
九
六
三
項
目
と
な
る
。

但
し
、



と
言
う
だ
け
あ
っ
て
、
他
の
語
葉
集
型
往
来
に
比
し
、
項
目
数
が
多
い
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
語
注
は
、
同
訓
別
格
門
を
別
と
し
て
全
て
の

項
目
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
門
の
終
り
近
く
に
配
さ
れ
て
い
る
項
に
付
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
が
、
長
文
の
注
も
多
い
。
紙
幅
の

都
合
上
一
々
の
掲
出
は
差
し
控
え
る
が
、
例
え
ば

院
院
先

或
薮
寺
に
、

の
ふ
せ
ん
と
云
法
師
あ
り
、
所
の
代
官
よ
り
、

か
つ
ら
の
皮
薬
種
に
用
と
て
、
庄
屋
か
た
へ
文
通
を
せ
し

が
、
か
な
に
て
、

の
ふ
せ
ん
が
つ
ら
の
か
ハ
を
は
ぎ
て
、
と
よ
ミ
ぬ
、
村
長
お
と
ろ
き
、

一
村
こ
ぞ
り
て
わ
び
た
る
と
云
、

一
笑

（十
I

三
七
）

へ
グ
へ
（

C
本
・
ふ
く
べ
）

世
話
に
か
せ
く
に
追
付
貧
乏
な
し
と
い
ふ
ハ
む
へ
な
る
か
な
、
又
、
一
升
入
ル
瓢
ハ
川
中
て
も
一
升
入
と
云
ハ
非
也
、
な
ど

ア
ゾ
サ

か
か
せ
か
ば
冨
ざ
ら
ん
、
近
年
わ
っ
か
の
望
姓
に
て
其
功
を
以
て
大
き
に
と
め
る
商
人
を
、
書
林
集
て
梓
に
ち
り
ば
め
た
る
所
の
書

物
、
ひ
と
つ
ふ
た
つ
あ
ら
ハ
す
、
俄
の
ぷ
ん
限
を
業
上
り
な
ど
斗
あ
ざ
け
る
ハ
、
そ
の
人
の
至
ら
ざ
る
ゆ
へ
也
、
町
人
に
な
に
の
系

聞
か
あ
ら
ん
、
た
と
へ
源
平
藤
橘
の
嫡
孫
た
り
と
も
、
ま
づ
し
く
し
て
手
契
し
を
す
る
人
、
た
れ
か
賛
さ
ら
ん
、
只
町
人
ハ
金
銀
を

（

C
本
は
げ
ミ
て
）

た
く
わ
へ
、
蔵
に
蔵
棟
に
棟
を
た
ち
つ
ふ
け
テ
こ
そ
、
む
べ
な
る
へ
し
、
と
か
く
商
職
と
も
に
そ
の
道
を
は
け
ミ
に
て
後
、
板
に

主

い

た

い

ぐ

ら

し

ん

さ

い

く

わ

〈

お

り

と

め

せ

寸

心

む

な

さ

ん

や

う

り

ん

（

マ

、

〉

し

ん

た

い

ふ

く

て

う

と

せ

い

あ

き

な

い

ぐ

ん

だ

ん

入
ル
事
を
願
ふ
へ
し
と
ぞ
、
永
代
蔵
六
巻
新
永
代
蔵
六
西
鶴
織
留
六
世
間
胸
算
用
五
立
身
大
福
帳
六
渡
世
商
軍
談
五

て

た

い

そ

て

そ

ろ

ば

ん

あ

き

ん

ど

く

ん

は

い

う

ち

わ

手
代
袖
算
盤
玉
商
人
軍
配
圏
六

持主

- 11ー

是
等
の
書
を
見
て
こ
そ
い
と
な
み
の
よ
き
手
本
な
る
べ
し
、
そ
れ
よ
り
後
、
其
功
は
な
は
だ
に

し
て
冨
貴
な
る
人
、
追
付
板
に
あ
ら
わ
し
題
号
を
l
l
l
ト
ス
、
是
武
の
高
名
を
し
て
佳
名
を
と
ふ
む
る
に
等
（
四
五
l
六
回
）

円
あ
ふ
む
）

等
、
興
味
深
い
も
の
も
多
い
。
た
ど
、
コ
了
二
六
H

元
興
寺
μ

に
「
神
社
考
」
、
四
l

五
円
雪
衣
娘
μ

に
「
明
皇
雑
録
」
、
十
五
l

二
二

n
班

〔
と
こ
ろ
て
ん
】

竹
μ

に
「
百
詠
註
」
、
十
六
l

三
四

H心
太
μ

に
「
庭
訓
（
往
来
）
」
、
二
十
一

l

八
七
月
枇
霜
石
μ

に
「
時
珍
〈
本
草
綱
目
〉
」
、
九

O
H弟

岬
ゐ
4
c
い

伊
羅
“
に
「
較
耕
録
」
、
四
十
二
l

一
O
六

n
埜
u

に
「
神
代
の
巻
」
（
日
本
紀
）
、
五
十
l

五
一

n
流
罪
u

に
「
拾
芥
抄
」
「
貰
帝
内
侍
」
等



の
名
が
見
え
、
ま
た
「
和
漢
三
才
園
舎
」
等
に
通
ず
る
記
述
も
ほ
の
見
え

る
の
で
、
注
が
全
て
兎
睡
の
手
に
成
る
も
の
な
の
か
、
或
は
何
か
典
拠
が

「四民童子字尽安見」・理義字集 〈部分〉

あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
は
慎
重
な
見
極
め
が
必
要
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
注

ど

う

し

め

よ

る

こ

は

た

x
て
ら

を
所
々
詳
し
く
付
け
た
の
も
、
「
童
子
の
日
を
悦
し
め
ん
た
め
」
「
只
寺

に
う
が
〈
せ
う
じ
よ
も
て
あ
そ
び

子
入
学
少
助
の
弄
に
も
な
れ
や
」
（
自
序
〉
と
思
つ
て
の
こ
と
な
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
も
し
何
か
の
孫
引
や
引
き
写
し
で
な
い
と
す
れ
ば
、
著

者
の
経
歴
等
を
う
か
父
わ
せ
る
注
が
若
干
あ
る
。

〈六
l

四
八
〉
田
螺

遠
州
横
須
賀
小
谷
田
と
い
ふ
所
に
古
井

- 12ー

有
、
此
井
に
田
螺
あ
り
、
常
よ
り
大
キ
し
、
或
時
六
尺
余
リ
の
蛇
、

蛙
を
求
ん
と
て
か
の
井
に
至
り
水
中
を
さ
か
す
に
、

お
り
ふ
し
田

に
し
の
口
あ
き
た
る
に
、

か
の
蛇
の
は
り
を
人
ν
ぬ、

田
に
し
ふ

ひ
て
、

薮
に
入
て
竹
に
ま
と

一
時
ば
か
り
し
て
死
ス、
予
生
国
に
し
て
嘗
是
を
見
た
り
、

た
を
か
た
く
し
む
る
、

蛇
大
キ
に
苦
し
ミ
、

（称
四 事
十な
I れ
二は
ー愛
〉記

居士
風ふ
呂る

桶t

高
野
山
五
の
室
寂
浄
院
に
、
楠

の
根
に
て
居
風
呂
桶
を
彫
、
錨
な
し
に
し
て
庭
に
居
ル
、
土
付
た

る
所
お
の
つ
か
ら
石
と
な
り
ぬ
、
是
た
ま
か
し
ハ
と
い
ふ
に
や
、



予
登
山
の
折
ふ
し
此
寺
に
一
宿
、
是
に
て
浴
ス

わ
ら
う
ち

等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
「
下
賎
と
見
で
も
あ
な
と
る
へ
か
ら
す
」
（
四
十
＝
了
六

C
訣
）
、
「
頑
と
て
不
v
可
v
侮
」
ハ
五
十
四
I

八
O

官
目
〉
等
、
道
徳
的
・
教
育
的
な
配
慮
も
う
か
が
え
る
。

珠旨

以
上
や
ふ
細
か
く
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
来
た
が
、

「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」

で
特
徴
的
な
も
の
は
、
巻
頭
巻
末
に
置
か
れ
た
「
同
訓

別
格
門
」
と
「
理
義
字
集
」
で
あ
る
。
第
一
の
同
訓
別
格
門
は
、
前
に
示
し
た
如
く
、
イ
ロ
ハ
順
に
同
訓
異
義
、
同
訓
異
字
詰
を
並
べ
た
も

の
で
、
訓
の
合
計
が
二
二
四
、
掲
出
字
数
は
七
六
二
あ
る
。
本
書
以
前
に
出
た
毛
利
貞
斎
の
「
新
編
類
字
築
解
」
（
元
禄
四
八
一
六
九
一
〉
年

刊
。
改
題
本
に
「
類
字
以
呂
波
韻
大
成
」
（
外
題
「
開
制
類
警
護
解
」
、
元
文
二
八
一
七
三
七
〉
年
刊
あ
り
）
や
、
以
後
に
出
た
皆
川
洪
園
の

「
虚
字
解
」
（
天
明
三
〈
一
七
八
コ
一
〉
年
刊
）
、
「
績
虚
字
解
」
（
寛
政
四
〈
一
七
九
二
〉
年
刊
）
、
「
賓
字
解
」
（
同
三
年
刊
）
、
「
賓
字
解
二
編
」

-13 -

（
享
和
元
〈
一
八

O
一
〉
年
刊
）
と
い
っ
た
、
同
訓
異
義
・
同
訓
異
字
専
用
の
書
に
比
べ
れ
ば
簡
略
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
他
の
往
来
物
の

式
平
以

頭
主
閏
に
偶
に
見
ら
れ
る
も
の
と
比
較
す
る
と
内
容
・
分
量
と
も
逢
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
は
l

四
「
林

ち

ご

わ

ら

べ

平
士
ニ
木
あ
り
、
森
雑
木
あ
る
を
」
、
ち
1

一
二
「
児
赤
子
A
O

四
五
才
ま
で
、
童
冠
せ
さ
る
十
五
才
ま
て
」
の
如
く
、
イ
ロ
ハ
順
か
ら
外
れ
る
字
訓
を
含
む
項
が

よ

り

い

と

お

ふ

あ

〈

び

か

し

ま

し

た

ば

か

る

は

し

る

け

し

か

け

る

五
ケ
所
ほ
ど
あ
る
。
ま
た
「
理
義
字
集
」
は
、
称
、
姦
、
姦
、
閉
語
、
議
、
奈
の
よ
う
に
、
同
じ
字
を
二
つ
乃
至
三
つ
合
わ
せ
て
作

〈
わ
ん
ぬ
き
ま
と
わ
す

ら
れ
た
字
を
中
心
に
、
問
、
よ

λ

一
等
一
四
四
字
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

往
来
物
や
節
用
集
類
の
付
録
に
時
々
世
話
字
集
風
な
も
の
が
入

っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
様
な
面
を
持
っ
て
お
り
、

「
童
子
の
目
を
悦
し
め
」

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
因
に
「
詞
林

知
抄
」
の
版
本
や
古
写
本
に
、
「
ダ
レ
に
「
有
」
と
い
う
字
を
上
下
二
段
三
列
の
計
六
個
書
い
て
「
あ
ま
の
は
し
だ
て
」
と
訓
ま
せ
て
い
る

例
が
あ
り
、
節
用
集
の
頭
書
に
そ
れ
を
引
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
書
の
理
義
字
集
で
も
一
三
八
番
目
に
こ
の
字
が
掲
出
さ
れ
、
「
は

し
だ
て
」

と
い
う
訓
が
付
い
て
い
る
。



な
お
、
「
哨
団
再
開
駅
間
保
」
の
寛
政
版
の
巻
末
に
あ
る
大
坂
の
書
津
柏
原
屋
与
左
衛
門
の
「
和
書
蔵
版
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

童
訓
字
童
安
見
士
農
土
商
取
扱
ふ
文
字
を
集
メ
門
部
を
分
ち
註
を
加
ふ

と
い
う
広
告
は
、
書
名
が
一
部
異
る
も
の
ふ
、
版
元
が

B
本
と
同
じ
で
時
期
も
近
い
の
で
、
お
そ
ら
く
本
書
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
門
引
節
用
高
寅
蔵

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は

A
「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」
の
改
題
・
修
訂
本
で
あ
る
。

A
本
と
異
同
の
あ
る
点
を
次
に
記
す
。

（

B
）
 

半
紙
本
一
冊

扉
題

も
ん
ひ
き
せ
つ
よ
う
ば
ん
ほ
う
そ
う

菊
に
唐
草
模
様
の
あ
る
飾
り
枠
内
を
重
線
で
縦
に
三
ツ
割
に
し
、
中
央
に
「
門
引
節
用
高
賓
蔵
全
」

と
大
き
く
書
名
を
出
し
、
右
と

一14ー

表
紙

後
補
、
標
色
無
地
紙
。
竪
二
二
・
七
、
横
一
六
糎
。

題
祭

欠

左
の
欄
に
各
々
二
行
に
分
け

し

ょ

せ

け

ん

と

こ

ろ

じ

L
よ

ち

が

し

ゃ

う

じ

そ

く

じ

る

い

じ

と

う

あ

ま

た

ひ

ろ

あ

っ

ぷ

も

ん

わ

も

ん

／

九

も

七

じ

此
書
ハ
世
間
に
あ
る
慮
の
字
書
と
法
ひ
て
、
正
字
・
俗
字
・
類
字
等
、
数
多
拾
ひ
集
め
て
部
門
を
分
げ
／
門
と
に
よ
り
て
文
字

ひ

き

い

た

ミ

や

す

ま

こ

と

し

さ

ん

じ

ど

う

あ

さ

き

ふ

か

い

る

へ

ん

よ

う

を
引
出
す
に
見
安
か
ら
し
む
、
賓
に
四
民
児
童
の
浅
よ
り
深
き
に
入
の
便
要
と
す

目
録

と
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。も

ん
じ
ひ
き
ゃ
う
も
く
ろ
く

扉
ウ
（
一
ウ
）

J
五
オ
ま
で
「
文
字
引
様
目
録
」
と
題
す
る
目
録
が
あ
る
。

A
で
は
部
門
番
号
と
部
門
名
、

は
じ
ま
り
の
丁
数
だ
け

が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
、
本
文
の
部
門
名
の
下
に
あ
る
注
を
基
に
そ
の
部
門
の
内
容
案
内
を
し
て
い
る
。
比
較
す
る
た

め
A
本
の
門
標
の
説
明
の
個
所
で
あ
げ
た
も
の
と
同
じ
門
を
示
す
と



ど
う
〈
ん
べ
っ
か
く
も
ん

一
、
同
訓
別
格
門

巴

ん

か

を

く

ち

く

り

や

ま

り

そ

ぜ

っ

人
家
に
か
ひ
置
を
畜
と
い
ひ
、
野
山
に
己
が
ま
〉
に
官
同
を
獣
と
云

お

な

じ

よ

ミ

こ

へ

巴

ぎ

も

ん

じ

ぷ

ん

あ

ま

た

と

O
も
ん
区

A
t

同
訓
讃
に
て
字
義
ち
が
ひ
の
文
字
の
分
を
、
数
多
あ
つ
め
て
比
門
蹄
に
出
す
な
り

十
七
丁
目

と
L、

十十っ
六五た
、日

海？： 諸~ ~
藻f竹？で
門上門上あ

る

八
丁
目

二
、
畜
獣
門

け
だ
も
の
じ
づ
く
し

獣
物
字
霊

右
の
よ
う
に

A
本
よ
り
や
斗
詳
し
く
な
っ
て
い
る
場
合
と

た

け

る

い

た

け

さ

う

も

く

さ

か

い

竹
類
竹
ハ
草
木
の
境
な
り

海
藻
海
の
中
に
あ
る
草
な
り

品
川
四
丁
目

品
川
五
丁
目

の
如
く
簡
略
化
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
ま
た
本
文
に
部
門
註
の
無
い
二
二
門
分
も

と
う

〈

ハ

し

ょ

く

き

も

ん

ゆ

ひ

し

ょ

く

う

つ

わ

な

ぺ

か

ま

ベ

ん

と

う

う

う

い

ん

品川九、

湯
火
食
器
門

湯
火
食
の
器
鍋
釜
・
弁
当

・庖
丁の
類
の
刻
字
を
の
す
る

じ

あ

つ

な
る
字
を
集
め
出
す

同
（
八
十
八
丁
目
）

「
門
引
節
用
高
費
蔵
」
刊
記

4

時
々
狩
－
ぶ

1
wJ
W
一

一
正
月
選
剣
司
割
拶
一一世一月銑刷湖

町
創
倒
罰
劃
斜
罰
則
観
劇

民
鴻
市
庁
晴
鷹
ぽ
一
暗
記

一
百
閣
崎
市
曙
直
ほ
峰
崎

、
駐
政

J

克
己
翌
十
九
月
求
私
・

J
U

・
煩
度
吋
品
企
i
B
・s

・γ
・一
九
ふ
じ
オ

ト
、
仁
川
人
一
妓
合
林
．

1
A拍
滑
川
j
k柏村味機内山

柱
刻

丁
数

五
十
七
丁
目

六
十
四
、
理
義
字
集

こ
と
や
う

と
新
し
く
説
明
を
加
え
て
い
る
。
な
お
A
本
で
は
本
文
の
門
標
と
目
録

- 15ー

の
そ
れ
と
に
ズ
レ
の
あ
る
例
が
五
つ
あ
っ
た
が
、
本
書
で
は
す
べ
て
一

致
し
て
い
る
。

様
式
は

A
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
新
し
く
版
を
刻
ん
だ
一
扉
J
四
丁
目

は
、
「
安
見
」
の
題
名
が
な
く
、
下
方
に
丁
付
の
み
。

五
オ
も
新
刻
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
丁
付
の
方
を
消
し
て
い
る
。
ま
た

奥
付
部
分
に
は
柱
刻
が
無
い
。
し
た
が
っ
て
丁
付
は
一

J
四
、
円
印
九

J
九
十
と
な
っ
て
い
る
。

八
十
七
丁
半
。
う
ち
本
文
は
五
ウ
J
八
十
七
オ
。
行
数

目
録
は
有
界



八
行
、
他
は
A
本
に
同
じ
。

刊
記

つ
き
の
お

5
ゃ

う

ま

う

し

中

ん

ほ

岬

り

う

た

い

り

ょ

ら

う

げ

つ

後
見
返
し
匡
郭
内
右
方
に
「
月
之
異
名
」
と
題
し
「
正
月
孟
春
甫
月
」

J
「
十
二
月
大
呂
蝋
月
」
ま
で
を
、
上
下
三
段
四
行
、
都
合

五
行
分
に
記
し
、
界
線
を
置
い
て
左
に

寛
政
元
己
酉
年
九
月
求
板

大
坂
書
林

順
慶
町
五
丁
目

柏
原
屋
輿
左
衛
門
」

と
記
す
。

備
考

本
書
に
は
A
本
国
目
頭
に
在
っ
た
絵
図
と
、
二
つ
あ
っ
た
序
文
が
無
い
。
ま
た
、
新
刻
の
部
分
を
除
き
刷
り
が
良
く
な
い
。

「
硝
僻
早
引
節
用
集
」
の
巻
末
に
付
載
の
「
蔵
板
目
録
」
（
柏
原
屋
興
左
衛
門
〉

文
字
を
集
め
、
門
部
を
分
ち
、
古
語
故
事
に
誌
を
加
ふ

に
あ
る

「
門
引
節
用
集

柏
原
屋
輿
左

士ゐ衛
農i門
工tか
商？ら
の 刊

雲行
詰とさ

おれ
Wt-~ た

- 16ー

寛
政
入

（
一
七
九
六
〉
年
六
月
、

江
戸
の
西
村
源
六
、

山
寄
逸
平
、

大
坂
の
村
上
伊
兵
衛
、

一
冊
」
と
い
う
広
告
は
、
本
書
の
こ
と
か
。
同
書
の
天
明
六
三
七
人
六
〉

年
版
付
載
の
「
蔵
板
目
録
」
に
は
、
「
門
引
倭
字
索
」
と
し
て

士
農
工
商
の
平
生
取
扱
ふ
用
字
を
あ
つ
め
、
門
部
六
十
余
に
分
ち
、
古
語
故
事
に
ハ
注
を
加
ヘ
、
節
用
に
て
知
れ
ざ
る
事
を
も

明
か
な
ら
し
む

と
い
う
広
告
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
店
鰍
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
の
「
門
引
節
用
集
大
成
」
（
寛
政
五
年
十
一
月
申
出
）

事
、
「
以
前
”
門
引
大
和
字
実
H

と
題
せ
し
を
此
度
改
題
護
行
申
出
」

に
関
す
る
記

に
照
ら
し
合
せ
る
と
、

本
書
で
あ
る
可
能
性
が
さ
ら
に
強
く

な
る
。
な
お
「
門
引
大
和
〈
倭
〉
字
実
」
は
伝
存
不
明
、
未
見
。



四
、
早
引
文
字
通

（

C
1〉

中
本
一
冊

表
紙

葡
萄
茶
色
布
目
地
紙
に
唐
草
模
様
空
押
し
。
竪
一
入
・
八
、
横
一
三
・
一
一
担
。

題
祭

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
黄
染
紙
に
「
早
引
文
字
通
全
」
と
外
題
を
刻
す
。
表
紙
左
肩
。
竪
一
二
・
七
、
横
三
・
五
糎
。

J
O
〈
ろ
〈
を
ハ
り

ナ
シ
。
「
九
例
」
の
次
に
「
目
録
」
が
あ
る
（
末
に
「
目
録
終
」
と
ア
リ
）
。

前
見
返
し

白
紙
。
序
題

内
題

ナ
シ
。
尾
題

終
了
オ
最
終
行
上
方
に
「
早
引
文
字
通
終
」
と
あ
り
。

柱
亥1

上
魚
尾
黒
。
魚
尾
の
す
ぐ
下
に
「
文
字
通
」
と
書
名
を
記
し
、
下
方
に
界
線
を
置
い
て
丁
付
。
丁
付

口
ノ
一

1
口
ノ
四
、

一J
入

十
九
。

丁
数

本
文
見
出
し
項
目
は
毎
行
十
二

J
十
四
字
。

九
十
三
丁
。
う
ち
本
文
は
八
十
八
丁
半
。
行
数

目
録
と
本
文
は
有
界
七
行
。
字
数

匡
郭

四
周
単
辺
、
竪
一
四
・
七
五
、
横
一
一
・
二
五
糎
。

刊
記

終
了
ウ
を
界
線
で
五
つ
に
区
切
っ
て
、
右
四
行
分
に
撰
者
名
と
広
告
、
左
方
に
刊
行
年
月
と
書
津
名
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず

撰
者

江
戸

松
亭
金
水

と
撰
者
名
を
出
し
、
次
い
で
左
に

問
問
四
聾
字
引
玉
篇
大
全
横
本
全
一
冊
／
和
漢
年
代
重
賓
記

と
三
冊
分
の
出
版
広
告
を
載
せ
、
さ
ら
に
左
に

全
全
一
冊
／
一
耀
庭
訓
往
来
精
註
抄
中
本
全
一
冊



「
早
引
文
字
通
」

題
築

弘
化
四
歳
次
丁
未
夏
五
月
設
行
／
馬
喰
町
武
丁
目
／
東

押
し
の
も
の
等
が
あ
る
。
竪
一
七
・
八
J
一
八
・
四
、
横
一
二
・
三
J
六
糎
。

都
書
埠

錦
森
堂
森
屋
治
郎
兵
衛
版

と
記
す
。

（

C
2）

 

表
紙

標
色
無
地
紙
の
も
の
や
葡
萄
茶
色
地
に
網
目
模
様
空

題
祭

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
早
引
文
字
通
全
」
。
様
式
等
C
1
に
同
じ
。

前
見
返
し
青
海
波
・
雲
形
模
様
入
り
の
飾
り
枠
内
を
、
重
線
で
真
中
の
欄
が
や
L
巾
広
く
な
る
よ
う
に
縦
に
三
ツ
に
割
り
、
中
央
の
欄
に

「時
明

文
字
通
全
」
と
大
き
く
書
名
を
出
し
、
右
側
に
「
松
亭
主
人
撰
井
書
」
、
左
に
「
東
都

ナ
シ
。

錦
森
堂
梓
」
と
記
す
。

-18-

内
題

柱
刻
そ
の
他

C
1
本
に
同
じ
。

刊
記

終
了
ウ
に

C
1
本
と
同
じ
も
の
が
あ
り
、
次
い
で
後
見
返
し
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
匡
郭
内
上
部
中
央
に
「
東
都
書
林
」

と
出
し
、
そ
の
下
に
「
日
本
橋
通
萱
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛
／
芝
三
島
町
岡
田
屋
嘉
七
／
日
本
橋
通
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
／
全
小
林
新
兵
衛
／

本
石
町
十
軒
店
英
屋
大
助
／
芝
三
島
町
和
泉
屋
市
兵
衛
／
横
山
町
萱
丁
目
出
雲
寺
高
次
郎
」
と
、

七
軒
の
書
曜
を
列
記
す
る
。

い
ず
れ
も
、

こ
の
期
の
江
戸
の
代
表
的
な
書
躍
で
あ
る
。

備
考

刷
り
は
状
態
の
良
い
も
の
で
も
C
1
本
に
比
し
少
し
劣
る
。

所
在

国
立
国
会
図
書
館
（
改
装
、
陸
軍
預
科
士
官
皐
校
旧
蔵
）
、
同
亀
田
文
庫
（
一
部
少
破
ア
リ
）
、
都
立
中
央
図
書
館

・
東
京
誌
料
、
上

田
市
立
図
書
館
花
月
文
庫
ハ
刊
記
一
部
破
欠
、
題
慈
後
補
墨）
。



A
本
と
C
本
の
ち
が
い
は
幾
つ
か
あ
る
が
、

ま
ず
、

A
に
在
っ
た
序
と
践
を
削
り
、

C
で
は
新
た
に
序
と
凡
例
を
付
し
て
い
る
と
い
っ
た

点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
オ
に
は
次
の
よ
う
な
版
元
の
序
文
が
あ
る
。

そ
れ
も

ιじ
に

ん

げ

ん

い

っ

し

阜

、

う

せ

む

え

う

き

生

七

み

け

ん

ぐ

こ

れ

し

あ

る

ゆ

主

と

か

せ

う

ね

ん

夫
文
字
ハ
人
間
一
生
の
専
要
に
し
て
、
貴
賎
と
な
く
賢
愚
と
な
く
、
是
を
知
ら
ず
ん
パ
有
べ
か
ら
ず
、
故
に
都
下
の
少
年
は
い
ふ
に

お

よ

み

吋

－

る

へ

ん

ひ

き

七

か

じ

ど

う

ち

ち

ょ

白

れ

い

い

た

と

れ

ま

祉

の

〉

こ

っ

し

ゃ

う

と

も

出

ら

く

わ

っ

せ

い

及
ば
ず
、
或
ひ
ハ
建
都
山
家
の
児
童
稚
女
奴
隷
に
至
る
ま
で
、
是
を
学
ば
し
む
る
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
農
工
商
の
輩
ハ
、
活
生

だ

ゐ

を

さ

な

き

い

と

ま

っ

ひ

ま

な

び

え

封

・

4

と
し
だ

r

こ

う

く

わ

い

す

く

ま

た

い

か

ん

す

べ

の
為
に
、
幼
稚
よ
り
暇
な
く
て
、
寛
に
学
得
ざ
る
も
多
く
、
さ
れ
パ
年
関
て
後
悔
少
な
か
ら
ぬ
も
、
又
如
何
と
も
方
な
か
ら
む

ょ

っ

い

ま

も

ん

じ

っ

う

こ

と

ん

＼

ぷ

も

i

～

わ

ふ

り

せ

七

ょ

う

も

ん

じ

ち

つ

ミ

串

1

L

1

平

平

れ

る

ち

h

う

ほ

う

ニ

礼

依
て
今
こ
の
文
字
通
ハ
、
悉
く
部
門
を
分
て
専
用
の
文
字
を
輯
め
、
視
る
に
易
く
知
る
に
早
く
、
か
t
A

る
族
の
重
宝
と
な
す
、
是
を

ざ

い

う

お

く

こ

と

つ

ぞ

ま

き

ひ

、

つ

も

’

Jν

し

坐
右
に
閣
と
き
ハ
、
事
に
臨
ミ
て
巻
を
聞
き
、
文
字
を
知
る
の
径
捷
な
ら
ん

板
元

錦
交
堂
欽
白

- 19ー

右
の
序
に
続
く
一
ウ
・
二
オ
は
見
開
き
の
図
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
一
ウ
は
、
男
の
子
二
人
が
、
師
匠
の
前
で
字
指
し
を
使
っ
て
漢
籍
の

各
々
の
蓋
に
一
記
し
た
本
箱
が
並
び
、
右
下
に

を
し

ふ
こ
と
を
教
ゆ
ベ
し
」
と
記
す
。
ニ
オ
は
、
女
の
手
習
い
の
師
匠
の
前
で
、
二
人
の
女
子
が
手
習
い
に
勤
し
ん
で
い
る
図
で
、
左
下
に

Q
h
r

を

し

そ

の

よ

ヴ

い

子
ハ
、
幼
き
よ
り
手
習
さ
し
て
、
そ
の
徐
り
に
ハ
も
の
縫
わ
さ
を
教
ゆ
ベ
し
、
其
徐
の
塞
ハ
、
い
づ
れ
に
で
も
よ
き
も
の
な
り
」
と
記
す
。

「
数
引
の
節
用
」
す
な
わ
ち
早
引
節
用
集
よ
り
、

素
讃
を
し
て
い
る
図
で
、
師
の
背
後
に
は
、
「
史
記
」
「
前
後
漢
書
」
「
十
三
経
」
「
春
秋
左
氏
博
」
「
本
朝
六
園
史
」
「
太
平
底
記
」
「
通
鑑
網
目
」
と

ひ

と

う

ま

は

っ

き

い

せ

う

が

く

「O
人
生
れ
て
八
歳
よ
り
小
島
？
を
ま
な
パ
し
め
、
十
五
歳
よ
り
大
皐
を
習
ハ
せ
、
身
を
立
家
を
費

「
ワ
女

そ
し
て
次
の
二
ウ
が

「
凡
例
」

で
あ
る
。

そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
本
書
が

は
る
か
に
早

く
引
け
る
こ
と
を
謡
っ
て
い
る
。

し

よ

も

ιじ
ひ

き

ど

が

た

主

平

む

拍

お

ほ

よ

ミ

二

五

九

円

ず

び

き

い

で

た

ぐ

こ

と

。
こ
の
書
ハ
文
字
の
引
出
し
方
、
た
ど
そ
の
早
き
を
上
日
と
す
れ
パ
、
世
に
多
く
あ
る
訓
音
の
数
を
も
て
引
出
す
の
類
ひ
に
異
な
れ

な

れ

ひ

と

が

へ

つ

ひ

き

に

く

お

も

そ

の

ほ

ん

凡

、

あ

J

ひ

き

か

た

あ

ら

ま

し

し

る

こ

れ

お

ぽ

と

さ

バ
、
見
馴
ぬ
人
は
却
て
引
悪
く
思
ふ
も
あ
る
べ
し
、
さ
れ
バ
こ
斗
に
其
凡
例
を
挙
て
引
方
の
柴
田
智
を
記
す
、
是
を
よ
く
覚
ゆ
る
時



hρ

ず

び

き

せ

つ

よ

う

ま

さ

と

3

ハ
、
か
の
数
引
の
節
用
に
倍
れ
る
こ
と
遠
し
と
云
ベ
し

そ

司

じ

～

り

ん

も

ん

と

こ

ろ

甘

沼

i

立

ち
i
A

式
L
A

上

巳

（

マ

、

ゾ

一

げ

ん

を

む

を

そ

ん

し

ん

ぞ

く

も

ん

じ

し

る

き

ん

て

う

も

ん

O
ま
づ
其
一
二
を
い
は
父
、
人
倫
門
と
い
ふ
所
に
ハ
、
祖
父
祖
母
父
母
よ
り
始
て
、
玄
孫
曽
孫
ま
た
親
族
の
文
字
を
記
し
、
禽
鳥
門

と

こ

ろ

と

り

っ

ぽ

さ

も

ん

じ

￥

一

子

一

ゃ

う

も

ん

工

き

し

ん

同

庁

も

心

も

ん

じ

き

ざ

い

も

ん

う

ち

に

ち

ょ

う

き

ざ

い

と
い
ふ
所
に
ハ
鳥
麹
の
文
字
、
鬼
形
門
に
ハ
、
世
に
い
ふ
鬼
神
妖
魔
の
た
ぐ
ひ
の
文
字
、
ま
た
器
財
門
の
内
に
も
、
日
用
の
器
財
、

と

う

し

ょ

く

き

ざ

い

の

う

か

き

ざ

い

よ

，

ひ

き

い

ぷ

た

よ

り

も

つ

は

よ

な

ぞ

ら

し

工
職
の
諮
財
、
農
家
の
器
財
、
そ
の
徐
微
細
に
部
を
わ
け
で
、
使
な
る
を
専
ら
に
す
、
飴
ハ
準
へ
て
知
り
給
ふ
ベ
し

も

ん

じ

ひ

き

に

か

た

な

や

む

ね

し
た
が
っ
て
、
本
書
の
題
名
は
、
本
書
が
凡
例
に
き
口
う
「
文
字
の
引
出
し
方
、
た
N
A

そ
の
早
き
を
旨
と
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

来
た
命
名
で
、
当
時
流
行
の
「
早
引
節
用
集
」
（
宝
暦
二
〈
一
七
五
二
〉
年
初
版
〉
や
、
天
保
十
五
（
弘
化
一
万
八
一
八
四
四
〉
）
年
新
刻
の

「
融
敷
引
節
用
集
」
、
弘
化
三
年
の
「
伊
閥
均
長
数
引
節
用
集
」
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
て
、
本
書
C
「
早
引
文
字
通
」
が

A
「
四
民
主
子
字
尽
安
見
」
の
改
題
本
で
あ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
初

め
に
指
摘
し
た
の
が
何
時
、
誰
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
く
、

ま
た
、
細
か
い
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、

や
ふ
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繁
雑
に
な
る
が
、
部
門
順
に
両
者
を
比
較
し
、
見
出
し
項
目
の
表
記
の
兵
り
を
中
心
と
し
た
異
同
を
怒
意
的
に
示
し
、
そ
の
違
い
の
傾
向
を

見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
は
じ
め
に
掲
げ
た
も
の
が

A
本
、
後
に
示
し
た
も
の
が

C
本
の
本
文
で
あ
る
。
項
目
の
上
に
あ
る
数
字
は
私
に
つ

げ
た
項
目
番
号
、

項
目
を
（
〉
で
括
っ
た
も
の
は
、
そ
の
異
同
が
（

【
一
】
陀
机
此
駅
間
山
相
札
…
刊
訟
｜
｜
町
凱
舵
松
町
（
部
門
誌
ナ
シ
〉
な
お
、
部
門
の
順
序
を
示
す
数
字
は
、

A
は
O
に
陰
刻
で
あ

回

い

の

る

〉

向

2
し

る

）

流

泊

る

同

ミ

く

〉

向

は

ち

る
が
、

C
は
陽
刻
で
あ
る
。
い
・
六
静
命
を
｜
｜
醇
病
を
は
・
一
二
畑
1

1
姻

一

三

掃

に

は

を

l
i捕
地

を

一

四

恥

な

ぢ

同

3
3

同

わ

ら

ぺ

ち

ご

き
い
て
｜
｜
恥
い
き
て
ほ
・
一
堀
池
な
と
を
｜
｜
堀
地
を
ち
・
三
童
冠
せ
さ
る
十
五
才
ま
て
｜
｜
童
冠
せ
ざ
る
十
四
五
才
迄
ぬ
・
三

ヨ

く

ぬ

く

同

（

お

さ

む

）

河

同

へ

お

も

さ

同

同

2
込

ご

同

貫
物
を
｜
｜
貫
物
を
つ
ら
ぬ
く
を
・
四
識
は
こ
に

l
！
取
引
七
三
五
思
亨
ど
l

｜
｜
思
物
を
か
・
一
四
寒
衣
を
｜
｜
震
も
す
そ
を

よ

む

向

上

む

司

同

三

く

わ

へ

υ

同

讃
儒
書
、
又
書
ヲ
見
て
語
悌
書
、
又
そ
ら
に
て
｜
｜
請
書
を
語
仏
書
蓄
玉
こ
く
、
食
頴
｜
｜
蓄
五
こ
く

）
内
の
項
目
の
注
等
に
あ
る
こ
と
を
示
す

D

よ

た
・
八

さ
・
八



同
（
さ
か
り
v

さ
h
り

社
人
の
｜
｜
壮
年
の

同

（

さ

む

と

同

九

媒

1
1
1
搭

う

ミ

？

で

同

（

か

ハ

う

ご

七
七
海
獲

i
l海
猿

全
グ
狐
狸
の
わ
さ
也

l
ー
全
く
ハ
狐
狸
な
ど
の
わ
ざ
に
や
あ
ら
ん

鵠
ー
ー
ー
ナ
シ

も
・
一

同
門
も
ち
u

可ー

甜
粉
に
し
て
だ
ん
ご

1

1
蝕
粉
に
し
て
む
し
た
る

た
て
引
ミ

二
一
八
駿
｜
｜
ナ
シ

つ
函
異
形
門

七

木
魅
ー
ー
ー
木
魁

た
る
俗
説
な
る
べ
し
【
四
】
禽
烏
門
四
六

と

り

汁

づ

め

め

つ

め

と

り

の

は

し

鳥

一

五

O

距

｜

｜

距

一

六

人

問

l
lナ
シ
【
五
】
龍
魚
門

あ

め

の

う

を

ひ

う

を

ひ

を

鰹
ー
ー
ナ
シ
一
四
一
院
｜
｜
ナ
シ
一
五
一
氷
魚
ー
ー
ー
氷
魚

め

う

を

お

う

を

し

を

か

ら

め

う

を

し

ほ

か

ら

を

う

な

八
九

i
一
九
一
節
口
組
健
。
｜
｜
舵
．
悠
．
侶
．

よ

し

ゃ

う

こ

く

ま

さ

あ

る

【
六
】
最
介
門
四
八
（
田
螺
〉
予
生
国
に
し
て
営
是
を
見
た
り
、
玲
事
な
れ
は
愛
記
1

1
予
生
国
な
れ
パ
蛍
に
是
を
見
た
り
と
一

ち

ょ

ろ

う

ぐ

も

ぢ

ょ

う

ろ

ん

＼

も

せ

ミ

の

ぬ

け

が

ら

せ

ミ

の

か

ら

一

同

（

し

ミ

u

書
に
見
え
た
り
八
六
花
蜘
昧
1

1
花

蜘

妹

二

五

股

ー

ー

ー

脱

一

三

二

壁

魚

在

壁

｜

｜

壁

魚

二

ハ

一

！

こ

こ

し

ぽ

そ

け

む

し

こ

し

ほ

ぐ

〈

わ

ち

ち

し

ん

ら

む

ろ

じ

ん

く

す

σき
く

す

乃

宇

き

っ

さ

が

七

ぎ

く

す

蝶
。
鮎
。
ー
！
蝶
姑
．
二
一
二
裸
虫
人
｜
｜
裸
虫
人
【
七
】
樹
木
門
一
九
J
二
三
楠
。
樟
。
穆
。
槻
。
樫
。

1

1
楠．

同

同

け

や

き

か

し

も

な

古

市

へ

こ

れ

樟
．
棒
．
槻
．
樫
．
六
三
（
紅
葉
）
こ
う
や
う
す
る
木
ミ
な
紅
葉
也
｜
｜
こ
う
え
ふ
す
る
故
に
、
是
を
ミ
な
も
ミ
ぢ
と
い
ふ
一
一

も

く

れ

ん

し

も

く

れ

ん

伊

こ

と

う

る

い

か

ん

か

こ

と

う

る

い

が

ん

ち

同

〔

あ

汁

乙

ふ

り

六
木
蓮
花
｜
｜
木
蓮
花
【
八
】
果
蹴
門
七
九
J
八
O

胡
桐
一
訳
。
限
茄
｜
｜
胡
桃
．
一
仮
眠
茄
八
七
j
八
山
女
。
瓜
。

l

同

門

あ

け

ぴ

）

ひ

め

ふ

り

コ

カ

m

り

に

よ

が

じ

ゅ

ろ

だ

う

ー
山
女
瓜
．
九
六
金
鷲
蛋
i

｜
l

金
鷲
瓜
【
九
】
美
園
草
木
（
如
何
樹
）
芦
万
に
て
ハ
1

1
芦
万
に
て
こ
れ
を
わ
れ
パ

き

ん

車

い

乃

ふ

正

ゐ

P
A

ミ

二

九

（

金

英

草

）

蛙

の

ミ

た

る

を

見

ル

に

も

｜

｜

未

詳

三

七

（

陵

膏

U

文
通
を

l
l文
を

九

二
九
（
ゴ
一
越
入
道
）

見
越
の
文
字
よ
り
三
越
の
俗
説
可
也
｜
｜
見
越
の
文
字
よ
り
出

ゆ

ふ

づ

J
J
一

）

ゆ

ふ

っ

け

閑
呼
鳥
1

1

閑
呼
鳥
一
四
一
木
綿
付
鶏
1

1

木
綿
付

だ

い

じ

ゃ

だ

い

ピ

や

乏

ベ

五
大
馳
｜
｜
大
蛇
三
六
娩
｜
｜
ナ
シ
一
一
一
六

ほ

し

う

を

さ

し

ミ

ほ

し

う

を

さ

し

ミ

一
七
九
J
一
八

O

飽
。
魚
斬
。
｜
｜
飽
魚
．
斬
．

【
二
】
畜
獣
門
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二
八

【
十
】
蔓
草
門

は
ぎ
て
と
よ
ミ
ぬ

ー
ー
は
き
て
よ
と
ミ
ぬ

菖す【

｜十
石3】

菖午茸
蒲え菌

「う

五

呑尽
茸k
1~ 
呑す
茸5

!1~ 十
＝帯主，;j' __.__. 
lなノ＼

ムL 網i
』二l宇古書己あ

京 1’百ぷ
コlj<;7菌2

0潤i
t あ

骨た

女E
E~：~ 
寸f:l_, ，..『

匂十

男t】

郎：十

可主
｜門
女？五

竪？兼i
1L あ

会｜し
郎ミ菜三
花し れ

石2

【
十
四
】
草
花
門

四
九



1ウ・ 2オ「早引文字通」巻頭

ぽ

せ

う

ぽ

せ

を

ぜ

う

が

ひ

げ

す

べ

る

ぐ

さ

ぽ
〈
も
ん
だ
う

芭
蕉
｜
｜
芭
蕉
五
四
J
五
麦
門
冬
。
天
門
冬
。
｜
｜
麦
門
冬
．

天
門
冬
．
六
五
J
六
六
苦
参
。
錦
葵
口

｜
｜
苦
参
錦
．

葵
．
一
五

五

貫

衆

｜

｜

貫

衆

一

八

三

五
毒
草
｜
｜
五
毒
草

同
（
わ
か
さ

【
十
六
】
海
藻

門

一

四

雅

海

藻
｜
｜
ナ
シ
一
七
（
神
馬
草
）

神
功
后
皇
｜
｜
神
功
皇
后
【
十
七
】

菜
読
門
三
菜
｜
｜
ナ
シ

楊
花
盛
藤
｜
｜
楊
花
車
服
三
六
蒲
公
英
｜
｜
（
左
訓

同

2
う
が

〉

は

じ
か
ミ

同

門
し
ゃ
う
さ

若
荷
｜
｜
ナ
シ

聾
l
l
｜
章

一
0
0

陳
倉
米
｜
｜

陳
倉
．

ゐ
ん
げ
ん
ま
め
〈
ろ
ま
め

鵠
豆
。
雄
豆
。

雄
豆
．

二
九

五

ナ
シ
〉
四
九

同

門

つ

〈

ね

い

も

〉

同

藷

薯

｜
｜
鷲
【
十
八
】
米
穀
門

ま

い

同

ハ

と

う

ぽ

し

）

り

う

き

う

ま

い

米
．
二
二
琉
球
米
｜
｜
琉
球
米
五
三
J
五
七

ぷ

ん

と

う

阜

ん

ど

う

さ

や

い

ん

げ

ん

ま

め

さ

や

粉
豆
。
碗
豆
。
爽
。

1

1
鵠
豆
．
／
爽
．

ふ

ん

ど

う

車

ん

ど

う

粉

豆

．

碗

豆

一
九

- 22ー

：・六一一

六二一

六
四

【
十
九
】
三
飲
門

（
部
門
註
〉

茶

多
葉

多
葉
粉
（
本
文
の
配
列
順
か
ら
す
る
と

A
本

め

い

し

ょ

た

ば

こ

し

ん

で

ん

に

つ

た

の
方
が
よ
い
）
一
三
（
名
所
畑
草
）
新
田
｜
｜
新
田

し

ゅ

し

ゅ

た

ば

こ

〈

ん

て
手
箱
ト
訓
スゆ
へ
1
1

6
手
首
と
か
き
て
畑
草
と
訓
ず
、

く
わ
ざ
け

く
ハ
し
ゅ

六
桑
酒
ー
ー
ー
桑
酒
【
二
十
】
三
飲
器
用
門

た

ば

こ

ほ

ん

同

言

せ

き

同

畑

盆

吹

畑

管
｜
｜
畑
管わ

う
へ

き

わ

う

ば

く

黄
奨

l
l黄
撰

粉

酒

茶

酒

手
箱
と
書

四
0 

ゆ
畑店ゑ
盆tに

｜れ
四

四
五

【
二
十
一
】

薬
種
門

生す
萎が

二
四

一一一一一



し

ゃ

う

き

や

う

い

し

の

わ

た

せ

き

た

ん

れ

い

て

ん

が

ρ

生
委
五
一
石
謄
｜
｜
石
謄
七
一
霊
天
蓋
｜
｜
（
左
訓
ナ
シ
）

ふ

ら

す

こ

〈

す

た

ま

か

ん

し

ゅ

ま

ん

L
P

か
ん
し
や
ま
ん
じ
ゅ

薬
玉
｜
｜
薬
玉
六
三
J
四
干
珠
。
満
珠
。
｜
｜
干
珠
満
珠
．
【
二
十
三
】
光
彩
門

て

う

じ

そ

め

て

う

し

ち

ゃ

し

ん

か

0
1
う
の
い
る

丁
子
染
｜
｜
丁
子
染
六
二
臣
下
抱
色

l
iナ
シ

結
。
例
候

l
l経
柳
傑

一一六

金i壬
銀Z一
泥2工ケち

I；事i
金！ I 
鎖1んふ

糸f泥ご γ

帝京ご 【

五
九

【
二
十
二
】
賓
貨
門

協i竺 ｜ほ高
四十糸ご】
一六 i染

】 紙己採
和聞衣 ・と門
巾？服七

1~ 門千
和百1袷正八
布｜ま O

ナ
シ

四
五

【
二
十
五
】
絹
布
門

六
三
）
（
四

【
一
二
十
一
二
】
書
具
文
房
門

宇

中

立

つ

同

門

〔

や

〉

ょ

っ

【
三
十
五
】
武
具
門
八
五
J
六
箭
。
筈
。
｜
｜
箭
筈
．

同
（
あ
を
り
〉
ぱ
め
ん
む
ま
よ
ろ
コ
む
ち
む
な
が
い
き
つ
つ
ふ
り

蔽
泥
馬
面
。
馬
介
。
鞭
。
朝
。
鴇
。
馬
蟹
u

門

八

O

榔
｜
｜
ナ
シ

績
明

モ

ポ

モ

と

き

ん

て

ゴ

モ

づ

き

ん

【
二
十
七
】
帽
巾
門
一
五
j
六
手
細
。
頭
巾
。
｜
｜
手
細
頭
巾
．

【
一
二
十
】
副
身
器
用
二
八
華
蓋
｜
l
花

蓋

四

七

扶

鑓

l
l鉄
鑓

か

う

ぐ

み

だ

れ

4
4

こ

ら

ん

1
ニ

こ

し

ょ

ぶ

ん

か

う

【
一
二
十
一
】
女
用
器
財
門
三
〈
十
二
手
箱
、
又
云
）
ナ
シ
｜
｜
香
具
類
四
乱
箱
｜
｜
乱
箱
一
二
御
所
文

E
l－
－
御
所

た
き
も
n
J

あ
ま
乃
だ
き
さ

ν

あ
ま
ろ
だ
さ

文
庫
二
五
水
引
包
｜
｜
水
引
箱
綿
線
引
。
綿
線
．
引
．
【
三
十
二
】
呑
花
門
二
五
（
薫
物
）
蜜
焼
残

i
l延
焼

の

こ

し

同

（

か

う

守

与

か

う

ぽ

ん

す

込

り

乃

う

ミ

け

ん

ち

ιう
じ

き

平

う

法

う

じ

き

ざ

い

残

三

三

香

盆

｜

｜

呑

畳

二

三

硯

池

｜

｜

硯

池

【

三

十

四

】

方

時

器

用

｜

｜

方

時

器

用

九

O

乙
矢
｜
｜
乙
矢

ま
び

L
や

〈

は

，

ひ

し

ゃ

く

二
八
馬
均
｜
｜
馬
杓

骨
柳
1

1

骨
折

一一六

た
す
き

手
械
｜
｜

九

一O

【
三
十
六
】
馬
具
門
一
七

l
二
三

り
う
し
や
き
［
ゃ
う
も
ん
せ
ん
し
や
き
し
ゃ
う

【
三
十
七
】
般
車
凡
林
門
｜
｜
般
車
九
林

同
〔
た
い
ま
つ
〉

績
松
｜
｜

- 23ー

ー
ー
ー
ナ
シ

【
三
十
八
】
衣
服
器
財
門

【
三
十
九
】
湯
火
食
器
門

四
六

鰹.，＆【
捷三四
・き十

鍔へ】

洗
掃
器
財
門

柄ひ
杓？

ナ
、ノ

【
四
十
四
】
猟
漁
器
財
門

一五

i
六

生
魚
篭
。
鱈
撹
鉢
！
｜
生
魚
．
篭
．

A
本
で
は
こ
の
項
の
注
と
し
て 符ふ

「帳7
十t'-../ 
也

也

2升す
り也

也

i:ltH 
也

也

以
下

あ」，き
ぷノ u

t十わ
也
九
也

；弓？
さ一一・ま

き百ぎ
Lー

ま
で
の
符
丁

【
四
十
五
】
商
家
用
字



の
実
例
を
、
「
十
」
の
場
合
を
除
き

セ

ン

ド

ウ

カ

コ

カ

キ

主

ご

せ

ん

ど

｝

か

馬
士
松
頭
駕
丁
1

1
馬
士
松
頭
駕
丁

ょ

の

そ

う

ぴ

や

う

に

し

ょ

の

そ

う

ベ

う

所
宗
。
廟
。
｜
｜
二
所
宗
明
．

司
仮
名
つ
き
で
載
せ
る
が
、

C
本
に
は
振
り
仮
名
が
左
右
と
も
無
い
。

魚
店
等
に
追
ふ
也
l
i
｜
魚
店
菜
店
な
ど
に
て
遺
ふ
也

【
四
十
六
】
神
祇
雑
入
門

一同‘』

-L  

｜四
起？十
居士七

・り 』4

這長｛弗
子し具

詞
門

数ら
珠す

数f
珠す

四
/¥. 

禅f
板2

禅Z
版2

【
四
十
九
】
童
子
弄
器
門

一一一一一
起
居
這
子
。

ご

い

し

し

ろ

い

し

〈

ろ

い

し

ろ

せ

き

う

せ

き

四
（
碁
子
）
鷺
石
、
烏
石
｜
｜
鷺
石
、
烏
石

一
七
六
大
臣
柱
。
｜
｜
大
巨
．
柱
．
【
五
十
二
】
支
体
灸
穴
門

し

り

そ

っ

ひ

ふ

う

ち

ふ

う

ち

ー

1
治
す
べ
か
ら
す
と
云
て
退
く
、
完
に
二

O
三
風
池
｜
｜
風
地
【
五
士
己
疾
病
門

〈

つ

ち

か

ん

し

ゃ

う

同

E
L
V

向

け

ほ

う

引

し

ら

け

ヨ

ク

入

澗

症

｜

｜

澗

症

【

五

十

四

】

侍

頑

門

八

旺

｜

｜

症

三

八

巨

匠

｜

｜

匿

匿

四

二

わ
ら
し
な

湾
肉
目

o
l
l－
湾
肉
．
目
．
八

O
（
珠
官
目
）
駿
州
藁
科
｜
l

信
号
（
藁
科

よ
く
こ
う
h
Jぎ
や

つ

も

ん

子

中

〈

こ

っ

L
P
f
b
も

ん

や

き

も

ち

ゃ

中

き

も

ち

ゃ

ぜ

い

や

〈

中

古

い

や

〈

や

【
五
十
五
】
百
工
家
業
門
｜
｜
百
工
家
業
門
九
二
供
樵
店
ー
ー
ー
供
樵
店
一
一
三
制
薬
屋
ー
ー
ー
製
薬
屋
【
五
十
六
】
親
戚

い

も

と

ち

泊

い

も

と

中

し

ゃ

ご

や

し

み

I

門

一

五

外

姑

妻

父
E
l
－
－
外
姑
妻
母
五
一

J
二

姉

。

妹
1

1

姉

妹

．

六

O

玄
孫
｜
｜
玄
孫
六
四
雲
孫

l
l雲
孫

八

し

ゅ

ん

こ

う

こ

う

守

う

じ

ゅ

ご

う

μ

」
つ
E

五
落
胤
腹
子
｜
｜
落
胤
腹
子
【
五
十
七
】
禁
中
名
目
二
一

i
二
后
官
。
准
后
。
！
｜
后
宮
．
准
后
三

O
I
一
御
摂
家

せ

い

ぐ

わ

ふ

り

ゴ

せ

つ

け

せ

い

ぐ

わ

ナ

ブ

っ

け

い

う

ん

h
く

げ

つ

け

い

う

ん

か

げ

汁

ん

ひ

ゐ

し

か

ん

だ

ら

ベ

清
花
家
。
｜
｜
五
摂
家
．
清
華
家
．
三
五
J
六
月
卿
。
雲
客
｜
｜
月
卿
雲
客
．
五
五
J
六
検
非
法
使
上
達
部
。
ー
ー

け

ひ

ゐ

し

か

ん

だ

ち

め

さ

う

こ

く

し

ゃ

う

こ

く

わ

こ

う

検
非
法
使
．
上
達
部
．
【
五
十
八
】
武
家
名
目
四
相
国
｜
｜
相
国
一

O

芳
公
｜
｜
若
公
六
三
囚
獄
｜
｜
囚
獄
入

僕
。
奴
。

l
l僕
奴

．

九

O

郎
等
｜
｜
郎
窯
一

O
三

殴

ー

ー

ー

股

【

五

十

九

】

女

中

名

目

婦

人

｜

｜

う

ち

が

た

ウ

り

す

h

リ
ば

L

A

3

り

す

り

d

A

h

、守山つ

内

方

ー

ー

ー

内

方

糊

摺

揮

。

｜

｜

糊

摺

．

炉

．

夜

設

l
l
（

左

訓

ナ

シ

）

茶

屋

i

土
史
か

子し【

付3五

｜士
烏主】

帽T遊
子L 翠

勝
負
門

五
八

塞
六
角
二
ツ
ハ
｜
｜
饗
六
方
六
面
一
一
一
九

そ

せ

い

九
二
（
蘇
生
）
賛
て
l
l
t賞
て

一
O
一
盗
汗
｜
｜
盗
汗

冗

頭

｜

｜

冗

頭

七

ぽ
げ

主

ほ烏
帽退ク四

- 24ー

婦ふ二
人： J

七

七
五

一O
入

一
一
六



ー
左
訓
ナ
シ
〉

り

ん

さ

い

り

ん

さ

い

b

L

き

ち

し

き

へ

ん

さ

ん

そ

う

へ

ん

き

ん

そ

F

フ

【
六
十
】
諸
宗
名
目
一
三
臨
斉
｜
｜
臨
済
五
三
知
識
｜
｜
智
識
九
一
偏
杉
僧

i
l’
偏
珍
．
僧
．

せ

ぅ

ゃ

し

ゃ

う

く

わ

ん

ぷ

に

ん

ぷ

じ

ん

む

ま

い

ぱ

門

三

三

庄

官

1
1
1
庄

官

四

一

夫

人

｜

｜

夫

人

五

七

馬

醤

｜

｜

馬

醤

五

九

牧

童

l
l！
牧
童

、

つ

な

か

ひ

い

つ

な

つ

か

ひ

〈

つ

わ

ぱ

う

之

ち

ぞ

う

す

い

主
八
二
飯
綱
術
。
｜
｜
飯
綱
．
術
．
一

O
二

忘

八

l
l忘
入
【
六
十
一
一
】
飲
食
門
二
ニ
惨
｜
｜
（
左
訓
ナ
シ
）

う

ど

ん

う

ん

ど

ん

し

ハ

之

ゆ

L

L

3

は

ゆ

し

か

ん

＼

さ

し

か

う

訴

し

こ

が

す

こ

が

す

二
二
温
鈍
｜
｜
温
鈍
一
六
四
蹴
｜
｜
蹴
一
六
八
呑
｜
｜
呑
【
六
十
一
二
】
水
火
用
字
四
四
姑
｜
｜
猫

四
】
理
義
字
集
一
一
一
凸
｜
｜
（
左
訓
ナ
シ
〉
一
一
九
井

l
l
（
左
訓
ナ
シ
）

以
上
が
見
出
し
項
目
を
中
心
と
し
た
A
本
と
C
本
の
異
同
の
大
略
で
あ
る
。
。
ま
ず
、

__!...... 

ノ＼

F『

/°'-

水？：十
主与－

l】

人
水か倫

【
六
十

項
目
数
の
違
い
で
あ
る
が
、

A
に
在
っ
て

C
に
無

い
項
目
が
、

二
l

一
二
八
を
は
じ
め
と
し
て
計
二
十
四
あ
る
。

う
ち
、

六
ー
一
六
一
一
、

八
l

八
七
の
場
合
は
、

両
方
と
も
A
本
の
方
が
正
し

い
。
ま
た
、
二
ハ
I

一
四
は
、
翻
刻
の
際
の
目
移
り
や
字
詰
が
絡
ん
で
の
欠
落
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
A
の
一
六
l

一一

J
一
七
は
「
揚
和
布

わ

か

め

同

同

さ

が

ら

め

ぽ

だ

わ

ら

同

か

ち

出

直

た

ハ

ら

同

／
若
和
布
。
石
草
。
雅
海
藻
。
相
良
和
布
。
海
藻
／
神
馬
草
」
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
C
は
「
掲
和
布
．
海
藻
．
神
馬
草
」
と
し
て

同
（
と
こ
ろ
で
ん

u

b

h

A

d

同

さ

か

ら

一
六
門
最
終
項
の
「
心
太
」
の
後
の
空
き
を
利
用
し
て
、
「
若
和
布
．
石
事
．
相
良
和
布
」
の
順
で
入
れ

し
ま
い
、
そ
の
脱
落
に
気
づ
き
、

て
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
行
の
終
り
が
来
て
し
ま
い
（
本
文

mウ
6
行
目
〉
、
そ
の
結
果
「
雅
海
藻
」
一
項
分
を
落
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
コ
二
ハ
！
一
七
J
二
三
に
か
け
て
の
七
項
目
連
続
の
脱
落
は
目
を
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
一

担
き
や
が
り
こ
冶

方、

C
「
早
引
文
字
通
」
の
方
が
項
目
を
増
や
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
個
所
も
十
ケ
所
程
度
あ
る
。
そ
れ
ら
は
四
九
l

一
三
一
「
起
居
．
這

子
．
」
、
五
一
l

一
七
六
「
大
臣
．
柱
．
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
殆
ど
C
の
方
の
語
美
の
切
り
間
違
い
で
あ
る
。
な
お
、
五
七
l

三
五
、

叫

り

つ

ヴ

い

う

ん

九

円

く

げ

っ

す

い

う

ん

h
く

三
六
の
「
月
卿
。
雲
客
｜
｜
月
卿
雲
客
。
」
の
如
く
、

C
本
の
方
で
或
は
項
目
の
統
合
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
数
例

あ
る
。
こ
れ
は
、
訓
み
そ
の
も
の
は

A
本
と
同
様
に
あ
る
し
一
語
と
見
る
か
二
一
語
と
考
え
る
か
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
意
識
的



な
改
変
が
認
め
ら
れ
る
五
八
l

八
二
、

ぽ

く

や

っ

こ

し

も

ベ

八
三
の
「
僕
。
奴
｜
｜
。
僕
奴
．
」
を
除
き
、
今
回
は
そ
の
ま
斗
と
し
、
項
目
数
の
ち
が
い
と
し
て

は
算
入
し
な
か
っ
た
。

。
部
門
註
の
有
無
は
、
第
一
の
同
訓
別
格
門
の
場
合
の
み
を
例
示
し
た
が
、

C
本
で
は
第
八
J
十
二
、
十
八
、

五
十
四
、
六
十
二
の
八
門
で

も
、
部
門
註
を
欠
い
て
い
る
。

O
仮
名
遣
や
振
り
仮
名
を
別
と
し
て
、
異
同
の
少
な
い
部
門
は
、
第
十
一
、
十
五
、
二
十
八
、
二
十
九
、
三

十
四
、

四
十
一

J
三、

四
十
／、

四
十
八
、
六
十
三
の
計
十
一
円
で
あ
る
。
例
え
ば

C
の
第
十
一
服
用
草
木
門
で
は
、

ゃ

し

ゃ

ぶ

一
人
「
御
子
附
子
」
の
注
の
、
木
賞
｜
｜
木
の
実

そ
の
他
の
異
同
は
、

染
屋 A

↓2 
Eあ

る

衣
類

用
ル
｜

に
用
v
之
」
と
い
う
部
門
註
が
無
い
が
、

用
ゆ

の
三
ケ
所
だ
け
で
あ
る
。

。
両
本
聞
に
は
仮
名
遣
の
相
違
、
漢
字
・
仮
名
表
記
の
違
い
、
清
濁
の
差
、
振
り
仮
名
の
有
無
等
が
多
く
存
在
す
る
が
、

一
定
の
法
則
が
あ

円。
q
L
 

る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
仮
名
遣
で
言
え
ば
、

C

「
早
引
文
字
通
」
刊
行
時
に
通
行
し
て
い
た
「
古
言
梯
」
系
の
仮
名
遣
書
、
或
は
所
謂

「
定
家
か
な
つ
か
ひ
」
の
版
本
と
比
べ
て
見
て
も
、

C
が
全
面
的
に
い
ず
れ
か
に
依
っ
て

A
本
の
仮
名
遣
を
改
訂
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

し、

C
本
内
部
で
完
全
に
仮
名
遣
の
統
一
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
た
だ

A
本
の
そ
れ
を
直
そ
う
と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま

た
、
注
の
振
り
仮
名
を
、

C
本
で
多
く
追
加
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

せ

っ

し

う

注

た

た

け

ぷ

ん

れ

い

か

い

ち

う

か

に

か

う

ひ

と

お

も

て

そ

の

か

た

ち

お

を

た

ゆ

ぶ

ん

か

に

摂
受
に
あ
り
、
秦
の
武
文
が
芙
海
中
に
と
ど
ま
り
蟹
と
な
る
と
い
ふ
、
甲
人
の
面
に
し
て
其
形
恐
ろ
し
（
六
l

一
七
武
文
蟹
）

つ

く

ば

へ

ん

し

ほ

さ

か

な

シ

ユ

カ

ウ

ご

と

ど

ミ

の

を

つ

ゐ

ん

う

た

常
刀
）
（
筑
波
の
辺
に
あ
り
、
塩
づ
げ
な
ど
に
し
て
酒
の
肴
（
A
本
「
酒
肴
」
）
と
成
、
か
た
ち
は
ご
の
子
の
如
し
、
後
水
尾
院
の
御
司

つ

く

ば

ね

こ

ぎ

こ

よ

ひ

っ

き

そ

ら

に
筑
波
根
の
そ
れ
に
ハ
あ
ら
て
小
木
の
子
の
今
宵
の
月
ハ
空
に
す
め
／
＼
（
九
l

一
二
三
胡
鬼
子
）

ぷ

う

し

よ

し

ゃ

ひ

る

ね

わ

か

か

・

は

あ

し

だ

き

ゃ

ろ

か

武
蔵
坊
弁
慶
、
書
写
山
に
あ
り
し
と
き
、
昼
疾
し
け
る
に
、
若
法
師
あ
つ
ま
り
、
弁
慶
が
良
に
足
駄
を
ゑ
が
き
て
狂
寄
す
、
大
弁
慶

ひ

ら

か

ゆ

に

を

か

ど

ミ

が

つ

ら

平

掛

に

よ

く

似

た

り

め

か

ら

緒

を

い

れ

口

ハ

こ

ば

な

を

か

の

時

鏡

に

し

た

る

井

弁

慶

是
を
い
き
ど
ふ
り
て
山
を
や
き
ぬ
、



水
と
て
今
に
あ
り
と
云
（
二
八
、
／
也
、

平2
掛3

等
の
例
に
見
ら
れ
る
振
り
仮
名
は
、
す
べ
て
C
本
で
新
た
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

。
見
出
し
項
目
の
訓
を
、

C
本
で
意
識
的
に
変
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
十
四
l

三
、
二

O
J一
二
、
五
四

J
五
、
五
六
！
六

O
、

六
四
、

八
五
、

五
八
l

一
O
、
六
三
、

一O
三、

五
九
l

一
一
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
両
様
の
訓
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
軽
々
に

A
本
と
C
本
の
年
代
の
隔
り
か
ら
来
る
差

l
l正
徳
六
（
一
七
二
ハ
）
年
と
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
の
そ
れ
ー
ー
を
云
々

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
父

A
の
編
者
松
井
兎
睡
と
C
の
編
者
松
亭
金
水
の
言
葉
に
対
す
る
感
覚
の
差
ー
ー
と
言
っ
て
も
或
る
語
に
つ

い
て
金
水
は
そ
う
い
う
言
い
方
を
し
な
い
、
あ
る
い
は
知
ら
な
い
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
が
ー
ー
は
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

。
注
の
文
辞
も
、

C
本
で
意
識
的
に
改
変
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
少
異
の
場
合
が
多
い
が
、
六
l

四
八
「
田
螺
」
の
例
な
ど
は
重
要
な
意

味
あ
い
を
持
つ
。
五
六
l

一
五
「
外
姑
」
の
場
合
は
適
切
に
改
訂
し
て
い
る
僅
か
な
例
の
一
つ
で
あ
り
、
逆
に
C
本
の
方
が
劣
る
例
と
し

て
、
三
一

l

三
、
三
四
の
門
標
、

四
五
l

六
三
等
相
当
数
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
。
句
点
は
、

A
が
殆
ど
す
べ
て
。
点
で
あ
る
の
に
対

- 27ー

し、

C
は
・
点
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

以
上
の
点
か
ら
、

C

「
早
引
文
字
通
」

は
A 

「
四
民
童
子
字
尽
安
見
」
の
、
単
な
る
改
題
再
刻
本
で
は
な
く
、
改
題
・
修
訂

ゐ

ん

げ

ん

ま

め

〈

ろ

ま

め

ぷ

ん

と

う

車

ん

rう
さ

や

「
鵠
豆
。
堆
豆
。
粉
豆
。
碗
豆
。
英
。
」
の
順
に
並
ん
で
い
る
が
、

C
は
そ
れ

ふ

す

ま

〈

ろ

ま

め

A
本
一
八
の
最
終
項
で
あ
る
「
数
」
の
後
に
、
「
雄
豆
」
以
下
の
三

を本
「 で
鵠工あ

豆をき
""6 I-

1 きと
~やヵ：

」判
ると。

し
て
し
ま
し、

一
八
l

五
三
J
五
七
は
、

A
で
は

後
で
そ
の
脱
落
に
気
が
付
き
、

項
を
追
加
し
て
い
る
。
こ
の
例
の
如
く
、

ま
た
前
に
ふ
れ
た
一
六
l

一
一
以
下
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

C
本
は
A
の
本
文
か
ら

逸
脱
し
な
い
よ
う
に
一
応
の
努
力
は
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
筆
耕
と
し
て
、

ま
た
手
跡
指
南
と
し
て
の
経
験
が
豊
富
で
あ

っ
た
せ
い
か
、
或
は
他
に
も
往
来
物
や
節
用
集
類
の
校
訂
を
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
か
、
金
水
自
身
の
、
仮
名
遣
や
用
字
等
に
対
す
る
規
範



同
志
－
り
ま
、
う
例
代

＋レ
，rJ＼．、
F
A
4
τ
l

『
百
糸
口

が
竹
山
郁
子
防
十
一
材

、沼山パ
1yp

、
d
n
7ベ
収

制

V
1
q
多
安
釦

叶

プ

ぃ

ヘ

d
l
め‘
3
l
v
z
y
、、ラ、

辱
l
p

泌
が
お
白
峰

、
（
ノ

L
4
4
J

い
，
ど
ま
＋
ま
の
ね
匂
‘

i

，
兎
忽
妥
説
得

湾
、
い
す
今
士
、
ち
．

4vrイ
ふ
に

時

糸

線

記

戸

碕

？エ吟
H
r
．
F

号
、
仏
司
炉
建
内
づ
t
1
l
A
V

ゑ
が
ぬ
野
緒
、
緒
、
森

・1i’
7
～T
1
4

・n
め
ミ
匂
怜
！
？

嘉
夫
凶
列
車
、
議
主
ゑ

意
識
が
働
き
、
そ
れ
ら
の
改
訂
・
手
直
し
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
辞
の
補
正

や
、
振
り
仮
名
の
追
加
、
見
出
し
語
の
訓
み
の
入
れ
替
え
等
を
行
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
誤
解
・
不
注
意
も
含
め
、
結
果
的
に
項
目
数
に
若
干

の
増
減
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
原
著
で
は
な

い
に
し
て
も
、
見
返
し
ゃ
刊
記
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
松
亭
金
水
（
寛
政

「俳字木の葉龍」巻頭 （部分〉
節用

九
〈
一
七
九
七
〉
J
文
久
二
八
一
八
六
二
〉
）
の
撰
な
ら
び
に
書
と
言
え
る
わ

け
で
、
次
に
取
り
上
げ
る
「
鰐
一
木
の
葉
寵
」
に
比
ベ
、
内
容
的
に
も
は
る

か
に
良
心
的
な
復
刻
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
一
他
入
の
戯
作
の
書

口
09白

き
継
ぎ
を
得
意
と
し
た
金
水
の
姿
勢
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ

る。

五
、
盟
…
木
の
葉
寵

（

D
1）

 

横
本

三
ツ
切

冊

表
紙

白
布
目
地
紙
に
渋
刷
毛
引
。
竪
七
・
一
、
横
一
六
・

O
五
糎
。

表
紙
左
肩
、
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
鰹

…
木
の
葉
龍
」
o

竪
二

題
祭

－一、

横
六
・
一

糎
。



序
題

序
」
（
東
都
蕉
門
一
派

一
斎
風
松
識
、
文
政
七
甲
申
首
夏
〉

目
録

ど
う
く
ん
べ
つ
か
く

部
類
分
目
録
」
。
部
門
名
と
丁
付
を
上
下
二
段
に
記
す
。
最
後
の
「
同
訓
別
格
」
は
一
行
に
記
す
が
、
界
線
を
置
い
て
そ
の
左
に

此
飴
三
鰻
い
ろ
は
を
初
と
し
て
、
五
音
相
通
、
本
朝
三
筆
、
三
跡
、
和
寄
四
天
王
、
四
犬
家
、
六
寄
仙
人
名
、
武
玉
川
、
諸
国

遊
里
の
地
名
、
年
賀
の
稽
、
忌
日
の
異
名
、
後
藤
・
土
佐
・
狩
野
家
等
略
人
名
、

俳
諮
五
流
、

芭
蕉
十

其
外
名
画
、

茶
人
、

哲
、
草
木
異
名
、
諸
国
略
地
名
、
俳
詰
一
巻
之
式
等
、
あ
ら
ま
し
愛
に
あ
ら
わ
す
ハ
、
初
学
の
人
、
附
合
の
席
上
に
望
て
、
そ

れ
か
れ
と
見
出
求
る
た
よ
り
そ
か
し

と
、
収
載
し
て
あ
る
付
録
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
。

内
題

脚
木
の
葉
か
ご
」

ま
ず
本
文
の
終
り
、
八

O
ウ
最
終
行
左
下
に
「
終
」
と
の
み
あ
り
、
付
録
の
終
り
百
一
ウ
左
上
に
「
木
の
葉
寵
終
」
と
あ
る
。

ヮ“

尾
題

柱
刻

序
一
、
序
二
、
序
二
、

白
口
。
各
丁
ウ
下
方
に
丁
付
の
み
記
す
。
丁
付

一
J
百
一
一
。
巻
末
広
告
部
分
は
版
心
の
中
央
下
方
に
一

i

八
と
記
す
。

丁
数

（
序
〉
一
丁
＋
（
目
録
）
二
丁
、
（
本
文
〉
百
一
丁
（
八

O
ウ
ま
で
が
本
文
。
以
下
二
一
丁
分
は
付
録
〉
、
（
践
・
刊
記
〉
一
丁
、
（
広
告
）

七
丁
半
。
合
計
一
一
二
丁
半
。

H
U
リ
ゴ
J

1
1一一一副

二
世
牛
文
奄
の
政
文
の
後
、
百
二
ウ
左
方
に

文
政
八
酉
年
晩
夏
／
江
戸
浅
草
茅
町
二
丁
目
／
須
原
屋
伊
八
」
と
記
す
。

匡
郭

四
周
単
辺
、
竪
五
・
九
五
、
横
一
一
ニ
・
九
二
糎
。
行
数

本
文
は
毎
行
六
J
八
字
。

本
文
部
分
は
有
界
十
一
行
、
字
数

備
考

本
書
は
比
較
的
多
く
伝
存
す
る
が
、
そ
の
大
半
は
刷
り
が
良
く
な
い
。



広
告
は
、
谷
素
外
の
「
俳
諮
手
引
種
」

j
古
賀
双
桂
「
温
泉
考
」
ま
で
の
二
三
点
。
い
ず
れ
も
詳
し
い
内
容
紹
介
が
あ
り
、
ま
た
末

右
之
品
、

い
つ
れ
の
本
屋
へ
も
出
し
置
除
問
、
御
求
御
覧
可
被
下
出
、
以
上
、
板
元
謹
白

と
の
口
上
が
あ
る
。
な
お
、
十
番
目
に
本
書
の
広
告
が
あ
る
の
で
、
次
に
掲
出
す
る
。

鰭
木
の
葉
寵
二
世
牛
文
庵
宗
匠
著
懐
中
横
本
全
一
冊

儀
多
の
文
字
を
見
い
だ
し
ゃ
す
き
が
た
め
、
六
十
一
門
に
分
ち
し
る
す
、
巻
末
に
さ
ま
ん
＼
調
宝
な
る
事
ど
も
、
諸
国
の
名
義

等
、
俳
詰
の
巻
句
数
の
定
め
、
初
心
の
益
あ
る
事
共
を
あ
つ
む

ぷ
っ
し
ょ

付
録
は
、
目
録
に
あ
る
説
明
で
ほ
父
尽
き
て
い
る
。
私
算
に
よ
れ
ば
二
四
種
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
中
に
「
悌
書
略
字
」
と
し
て

「
サ
サ
」
「
ヨ
ヨ
」
等
の
五
字
、
「
外
」
と
し
て
「
疋
」
「
井
」
等
の
五
字
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
今
ハ
名
の
ミ
残
り
て
其
里
な
き

地
も
あ
り
」
と
の
但
し
書
き
付
き
で
「
嶋
原
京

新
土
口
原
江
戸
」
以
下
二
六
ケ
所
を
あ
げ
、
「
此
外
諸
国
に
あ
ま
た
あ
れ
と
、
只
人
口

一30ー

に
言
な
ら
ハ
せ
し
を
し
る
す
」
と
留
め
て
い
る
の
が
興
味
を
ひ
く
。

（

D
2）

 

内
題
・
刊
記
等

D
1
本
に
同
じ
。
但
し
巻
末
の
広
告
が
無
い
。

備
考

D
1
本
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
仔
細
に
比
較
す
る
と
、
仮
名
の
字
母
や
仮
名
・
漢
字
の
字
画
そ
の
他
に
少
異
が
あ
る
。

ま
た
匡
郭

ゃ
、
匡
郭
と
本
文
の
位
置
等
が
異
る
。
市
て

D
1
と
の
先
後
関
係
は
俄
に
定
め
難
い
点
が
あ
る
。

D
3
と
の
つ
な
が
り
で
こ
斗
に
置

く
こ
と
に
し
た
。

（

D
3〉



前
見
返
し

黄
紙
、
飾
り
枠
の
中
央
に
「
木
の
葉
か
ご
」
と
大
き
く
右
横
書
き
で
書
名
を
出
し
、
そ
の
右
に
「
俳
字
節
用
」
と
角
書
き
を
縦

に
記
し
、
左
に
「
東
京

寓
青
堂
蔵
」
と
同
じ
く
縦
に
記
す
。

刊
記

終
了
ウ
左
方
に
「
文
政
八
百
年
晩
夏
」
と
出
し
、
そ
の
左
に

鞘
町
刊
日
須
原
屋
伊
八
原
版
主
／
明
治
廿
一
年
三
月
求
版
／
／
神
田
松
住
町

と
記
す
。
広
告
は
無
い
。

島
屋
平
七
版

内
題
そ
の
他

D
2
本
に
同
じ
。

備
考

本
書
は

D
2
本
の
版
木
を
流
用
し
て
い
る
が
、
本
文
第
四
十
三
丁
だ
け
は
全
面
的
に
改
刻
し
て
い
る
。
四
十
四
オ
を
見
る
と
右
上
方

が
相
当
傷
ん
で
お
り
、
第
四
十
三
丁
も
破
損
等
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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さ
て
、
本
書
が

A
本
と
関
連
が
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
七
年
九
月
刊
の
改
造
社
版
「
俳
句
講
座
」
第
六
巻
げ
俳
書
解
説
篇
μ

所
収
の
「
歳
時

記
解
説
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
宇
田
久
氏
は
「
俳
諸
に
使
用
さ
れ
る
詞
を
、
畜
獣
門
・
禽
烏
門
・
龍
魚
門
等
六
十
一
門
に
分

類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
分
類
は
正
徳
六
年
板
の
兎
睡
の
「
四
民
童
子
諜
安
見
」
所
載
の
も
の
を
襲
用
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
が
、
襲
用
し
て
い
る
の
は
分
類
だ
け
で
は
な
い
。

A
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
新
し
い
著
作
に
見
せ
か
け
る
た
め
か
、
部
門
や
項
目
の

配
列
順
を
入
れ
替
え
た
り
、
語
註
・
部
門
誌
と
も
簡
略
化
あ
る
い
は
省
略
し
た
り
、
原
本
の
項
目
を
削
り
新
し
い
項
目
を
付
け
加
え
た
り
と

い
っ
た
、
複
雑
な
作
業
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
も
あ
り
逐
一
の
報
告
は
で
き
な
い
が
、
順
を
追
っ
て
そ
の
概
略
を
示
す
こ
と

に
す
る
。

【
一
】
畜
獣
門
｜
｜
A
本
で
は
第
二
番
目
の
円
で
あ
る
。

A
の
一
「
同
訓
別
格
門
」
を
D
で
は
最
後
に
回
し
、
こ
れ
を
は
じ
め
に
据

ざ

う

げ

ざ

う

つ

の

あ

る

と

ら

ら

っ

こ

か

子

え
て
い
る
。
四
「
象
牙
」
が
「
象
」
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

A
l
一
一
一
「
麗
」

j
一
七
「
蝋
虎
」
、
一
一
一
二
劇
」

i
一
一
一
六
昌
色
、



む

く

い

ぬ

し

ゅ

庁

ん

一
四
一
二
「

4
2
1
一
四
九
「
守
犬
」
を
欠
く
等
、
項
目
数
は

A
よ
り
四
人
少
な
い
一

O
五
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
A
に
無
い
「
胤
〕

一
項
を
含
む
。

《
あ
ふ
む
》

【
二
】
禽
鳥
門
l
l
A
で
は
第
四
円
。

A
の
三
異
形
門
が

D
に
は
無
い
。

A
ー
五
「
雪
衣
娘
」
等
が
無
く
二

O
項
分
A
よ
り
少
な
い

あ
ひ
る

一
五
二
項
で
あ
る
。
表
記
の
面
で
は

A
｜
四
七
「
家
島
」
が

D
で
は
「
家
鴨
」
、
一

O
八
「
菊
翠
」
の
訓
が
「
ひ
す
い
」
に
な
っ
て
い

一
O
「
蛇
」
、
七
二
「
鮫
」
、
七
四
「
西
施
乳
」
等
が
独
自
項
目
。

る
等
の
相
違
が
あ
る
。

蟻そ最
」介

等門
五

項
ヵ：
独
自
項

一
六
六
項
。

四
九【

ー「 一一甲か】
呑i：龍

魚
門

一
九

O
項。

又
へ
な
た
り
と
言
よ
し
、

つ
れ
／
＼
‘
に
も
説
あ
れ
と
、

つ
ま
ひ
ら
か
な
ら
ず
」
、

F、
A 

F『

二~I主四
つ1 』4

【
八
】
蔓
草
門

一
三
三
項
。
【
六
】
果
蹴
門

三
六
項
。

A
の
と
こ
ろ
で
掲
出
し
た
「
陵
背
L

の
注
は
、
本
書
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

【
五
】
樹
木
門

一
O
一
項
。

【
七
】
異
閤
草
木

二
六
項
。

【
九
】
服
用
草
木

「 入
竹5る
米？が
L一、
ヵ：
無

等
で

【
十
一
二
】
諸
竹
門

四

一「 ー寸

職2萩
り」ー

往けが
3 独

主喜
二で

ワ臼

円。

一
一
項
。
項
目
数
は
A
本
と
同
じ
で
あ
る
。

【
十
一
】
水
草
門

A
に
無
い
「
藻
」
が
最
後
に
あ
り
、

A
よ
り
一
項
多
い
コ
二
項
。

し

の

ね

か

う

そ

一
八
六
「
敗
毒
菜
」

J
一
九
四
「
秋
葵
」
の
欠
落
な
ど
で
一
八
八
項
。

【
十
】
茸
菌
門

三
二
項
。

【
十
一
一
】
草
花
門

A
本
の
半
分
以
下
の
二
五
項
口

【
十
四
】
海
藻
門

三

O
項。

【
十
五
】
菜
読
門

九
一
項
。

F『

十

ム
ハ
】
米
穀
門

五
七
項
。

門
十
七
】
三
飲
門

六
一
項
。

【
十
八
】
三
飲
器
用
門

六
三
項
。

【
十
九
】

薬
種
門

八
五

項

【
二
十
】
費
貨
門

六

O
項。

【
二
十
一
】
光
彩
門

三
七
項
。

【
二
十
一
一
】
染
総
門

五
九
項
。

【
二
十
一
ニ
】
絹
布
門

六
九
項
。

ー「 F『

畳？二
床；十
」こ四
等】
の衣
独服
自門

七
八
項
。

【
二
十
五
】
帽
巾
門

八
一
項
。

【
二
十
六
】
履
沓
門

二
七
項
。

【
二
十
七
】
枕
席
門

項
が
四
あ
り
、

A
本
よ
り
二
項
多
い
コ
二
項
。

【
二
十
八
】
副
身
器
用
門

四
四
項
。

【
二
十
九
】
女
用
器
財
門

七
九
項
。



【
三
十
】
香
花
門

五
三
項
。

【
一
ニ
十
一
一
】
武
具
門
｜
｜
A
本
の
第
三
十
五
番
目
の
門
に
あ
た

も
ぢ
り

る。

D
に
は

A
の
三
四
方
時
器
用
が
無
い
。
全
二

O
O項
。
六
三
「
鍍
」
の
後
に
あ
る
「
是
を
三
ツ
道
具
と
云
」
と
い
う
注
は
六
一

つ

〈

ほ

う

さ

す

ま

た

の
「
突
棒
」
六
二
の
「
刺
初
」
と
合
せ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、

A
本
に
は
こ
の
注
が
付
い
て
い
な
い
。
【
三
十
一
二
】
馬
具
門

ほ
う
れ

ι

八
O
項
。
五
五
「
鳳
輩
」
の
注
「
天
子
ノ
車
ヲ
云
」
は
A
本
に
無
い
独
自
の
注
。

【
一
二
十
一
】
書
具
文
一
房
門

A
よ
り
四
五
項
少
な
い
七
七
項
。

四

二
項
。

【
三
十
四
】
船
車
九
林
門

【一二十

五】

衣
服
器
財
門

二
四
項
。

【
三
十
六
】
湯
火
食
器
門

一
四
一
項
。

【
三
十
七
】
洗
掃
器
財
門

三
九
項
。

【一二十

八
】
農
具
門

五
二
項
。

【
一
二
十
九
】
猟
漁
器
財
門

四
四
項
。
独
自
項
が
四
二
以
下
に
「
築
、
柴
漬
、
蚊
針
」
と
三
項
あ
り
、

差
し
引
き

A
本
よ
り
一
項
分
多
く
な
っ
て
い
る
。

【
四
十
】
商
家
用
字
門

六
三
項
。

音
曲
門

三
九
項
。

【
四
十
四
】
童
子
弄
器
門

三
八
項
。

A
ー
一
七
一「 F『

小J四
町Z十
踊i二
」一‘4

を｛弗
「具
盆2言
踊T詞
」り門

八
三
項
。

【
四
十
三
】
楽
器

【
四
十
一
】
神
祇
雑
門
｜
｜
A
本
「
神
祇
雑
入
門
」

五
十
九
項
。

に
入
れ
替
え
て
い
る
ほ
か
、

軒k

賠
」
の
訓
が
A
で
「
ゆ
ざ
ば
り
」
と
い
う
古
い
言
い
回
し
で
あ
っ
た
の
を
「
し
う
せ
ん
」
に
直
す
等
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。

【
四
十
五
】
刑
罰
器
言

四
六
項
。

【
四
十
六
】
遊
塞
勝
負
門

二
三
八
項
。
【
四
十
七
】
支
体
灸
穴
門

こ
っ

f
い

ほ

ね

ず

い

一
七
六
の
「
骨
随
」
を
「
骨
」
と
「
隠
」
の
二
項
に
分
割
し
て
い
る
。

一
九
五
項
。

あ
L
O
か
う

A
l
一
一
二
六
「
附
」
を
「
あ
し
の
う
ら
」
と

変
え
て
い
る
ほ
か
、

【
四
十
八
】
疾
病
門

一
四
五
項
。

【
四
十
九
】
侍
頑
門

五
七
項
。

【
五
十
】
百
工
家
業
門

九
八
項
。

六
一
項
。

【
五
十
一
】
百
工
器
用
門
｜
｜
A
本
は
第
四
十
一
門

「
中
納
言
」

六
八
項
。

【
五
十
二
】
親
戚
門

八
五
項
。

【
五
十
三
】
禁
中
名
目

一
項
分
だ
け
A
本
よ
り
多
い
。

【
五
十
四
】
武
家
名
目

九
八
項
。

【
五
十
五
】
女
中
名
目

一O
九



項

【
五
十
六
】
諸
宗
名
目

一
一
一
二
項
。

【
五
十
七
】
人
倫
門

一
一
八
項
。

【
五
十
八
】
飲
食
門
l
l
A
本
訓
「
い
ん

し
い
も
ん
」

一
三
八
項
。

【
五
十
九
】
水
火
用
字

五
十
七
項
。

【
六
十
】
営
作
器
財
｜
｜
A
本
の
第
四
十
二
門
。

ど

だ

い

（

し

ぎ

い

》

〈

さ

び

か

い

こ

ミ

せ

ん

う

ち

き

り

め

ゑ

ん

土
華
、
敷
居
、
模
飼
、
込
洗
打
、
切
目
段
、

蟻fD 
壁え本
、独

飛3自
物iの
、項

尾を目
垂2が
木き

ち

ど

り

改

ふ

千
鳥
破
風

等
四

0
項
目
も
あ
り
、

A
に
在
っ
て

D
に
無
い
項
目
一
二
一
と
差
し
引
き
、

一
八
項
目
分
D
の
方
が
多
い
。
計
一
二
四
項
。

【
六
十

一
】
同
訓
別
格
門

二
O
九
項
。
項
目
内
の
字
数
が

A
と
異
っ
て
い
る
こ
と
が
間
々
あ
る
。
例
え
ば
イ
｜
一
の
「
い
ゑ
」
は
、

A 
本

で
は
十
字
だ
が
、

D
本
で
は
「
邸
」

「
置
」
の
二
字
分
が
無
い
。

以
上
総
計
す
る
と
五
一
四
一
項
に
な
り
、

A
本
に
比
べ
て
八
二
二
項
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
木
の
葉
寵
」
の
独
自
項
目
は
約
九

- 34ー

七
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
注
を
大
巾
に
削
る
な
ど
、

A
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

A
は
童
子
向
け
の
往
来
物
で

あ
り
、

D
は
俳
詰
の
用
語
辞
典
・
作
法
書
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
当
然
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
に
見
た
如
く
、

本
書
は
作
為
が
目
立
つ
書
で
あ
り
、
付
録
部
分
を
含
め
、
独
創
性
が
ど
の
程
度
あ
る
も
の
で
あ
る
か
、
か
な
り
疑
わ
し
い
書
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
書
が
通
行
す
る
の
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
「
脚
木
の
葉
か
ご
」
に
付
さ

れ
た
序
文
と
政
文
を
掲
出
し
て
お
く
。

（
序
〉
不
用
の
用
有
、
用
の
ふ
用
あ
り
、
そ
も
俳
諸
に
よ
れ
る
書
さ
ま
／
九
、
あ
り
と
い
へ
と
も
、
撰
者
の
名
利
を
求
る
に
似
た
る
の

こ
と
多
く
、
童
蒙
の
助
に
疎
し
、
此
書
や
二
世
文
庵
、
年
頃
俳
詰
に
心
を
ゆ
た
ね
席
に
望
む
お
り
／
＼
、
乾
坤
無
尽
の
陳
字
、

キ
i
h

－－
』
》
U
M－－

M
J
a

遠
き
く
さ
／
＼
の
ま
き
ら
ハ
し
き
を
、
木
の
葉
篭
と
銘
蒙
ら
せ
し
竹
聯
に
か
き
集
め
、
部
門
六
十
一
ケ
条
に
わ
か
ち
、
箱
守
の
ふ
か

く
ひ
め
置
た
り
し
を
、

つ
も
る
星
霜
に
朽
な
ん
も
ほ
ゐ
な
く
、
う
ゐ
学
ひ
の
功
に
も
や
と
、
す
t
A

め
て
桜
木
に
う
つ
し
、
其
名
を
そ



の
侭
木
の
葉
箆
と
題
す
る
も
の
な
り
け
ら
し

東
部

文
麦
七
甲
申
首
夏

蕉
門
一
派

一
斎
風
松
識

か
一
毛
な
れ
と
、
門
葉
の
人
達
、

（
政
）
筆
の
熊
手
も
て
、
書
と
も
な
く
集
る
と
も
な
く
、
机
上
の
寵
中
に
溜
る
反
古
あ
り
、

か
の
山
の
井
の
浅
か
ら
ぬ
文
字
の
九
牛

せ
ち
に
進
め
て
梓
に
き
さ
む
も
、
童
蒙
の
助
に
、
見
安
く
莞
安
か
ら
む
事
を
思
ふ
の
ミ
、
勲
章
の

あ
や
ま
ち
、
聞
司
法
、
思
あ
や
ま
る
事
の
多
か
り
ぬ
へ
け
れ
と
、

へ
給
へ
そ
か
し

そ
ハ
見
ゆ
る
し
て
、
後
の
人
書
あ
ら
た
め
、
も
れ
た
る
を
ハ
筆
を
加

明
星
の
高
き
ハ
知
ら
し
落
葉
掻

二
世

牛
文
奄
（
印
〉


